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昨年 の 12 月 17 日 、 STI の SNS 上 で 突如 掲げ られ た 「NEW BRZ GT300 始動 」 
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その 後 、 SNS や YouTube で 姿 が あら わ に な っ て いく が 、 詳細 は まだ 語ら れ て いな い 
トヨ タ は JAF-GT 規 定 の GR スー プラ GT が 3 台 に 増え る こと を 発表 済み 
JAF-GT を 象徴 する 1 台 で ある BRZ の 進化 と と も に 
2021 シ ー ズ ン 、 GT300 の 技術 競争 は 新た な 領域 へ と 加速 し て いく 
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SHAKEDOWN LIVE 配信 
NN [ 予定 スケ ジュ ー ル ] NEW SUBARU BRZ GT300 マ シン 紹介 & ト ラン ポカ ラー リン グ 紹 介 
加 は が 込 た 時 
え な さま の ※ 内 容 ・ 時 間 は 予告 な く 変更 と な る 可能 性 が あり ます 。 SUPER GT 2021 監督 ・ ド ライ バー・ メ カニ ッ ク に よる トー クシ ョ ー 
- く ら れ に 
エエ な に て 半 SUBARU / STI は 例年 、 新 シー ズン の 日 の SUBARU On-Tube で 公表 され る 。 
ン て き る ヽ モー ター スポ ー ツ 活動 体制 を 東京 オー ト サ この ライ ブ 配 信 で は 、 ピ エー ル 北 川 氏 が 
ほ タタ い “上 ロン (TAS) で 発表 し て きた 。 し か し 、 MC を 務め 、 吉 田 寿 博 選手 が 解説 を 担当 。 
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KN 匠 家 よさ や g8 ミ Jo 人 SQ つ C 虹 も し ロ 昌 限 明 互 人 過 
の し ms※ 0 展会 SO で し っ 5 記せ m 受 且 公 上 中 
三 R に NN ミ 上 へ 示 こ DUMMNNOMNo0A 訪 
三 め て | 3 福 臣 呈 。 
ら 人 T<) に ら 喧 Na し じ 玉 っ むり J 公 SO 公記 所 
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SS けり 抽 環 つ ′ 骨 時 Q つ っ 押 紐 こ て ミ 
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GT 技術 戦史 


and Development 


Research 
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へ 史 抽 記 ご sejpG せ 守 條 エー) 
HH へ AA 恩 5 て 吐 ロ 〇 ーQ の の 
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研究 開発 と 開発 競争 が 残さ れ て いる 限り 
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ゃ や ^ 坦 欄 ロ レー トト で へ 心 器 配 倒 貞 
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Research and Development 


1 
CALSUNIC 
SKYLINE 


Gr.A か ら " 転 生 ' の 
GT-R 車 団 大 将 格 


Text : 大 串 信 (Makoto Ogushi) 
Photo : SAN-E| 


第 世代 一 
独自 規格 へ の “旅立ち " 


国際 規格 グル ー プ A に 代わ る 
日 本 独自 規格 の レー ス 


プラ イベ ー タ ー 中 心 

元 グ ルー プ ム 車両 も 参戦 
エン ジン は 同一 メー カー の 
も の な ら 換 装 OK 
駆動 系 は 自由 


グル ー プ A 規 格 車両 に よる 全日 本 ツー リン グ カ ー 選 手 権 


レ に に RS31 る ス ん る 両 | す 場 よ | A (JTC= 通 称 「 グ ルー プ A」) は 、 各 クラ ス で 身近 な 国産 市 販 
| は 幅 と 型 " ポ で ン に ス る の り 選 規 車 や 外国 産 車 が 湊 ぎ を 削り 、 高 い 人 気 を 博 し て いた 。1980 
ン ブ 広 F ト ニ J Il 胃 ル よ に 場 な 1 昌 定 スレ し て 問 な を 中 め 競 
が ラ い C ッ S ツ 催 エ る な と < 9 権 車 日 コー 。 | ウキ 
車 イ 車 3 サ S セ さ ッ ス っ し な O 両 スズ 木 争 は より 烈 な も の に 。 そ うし た な か 、 最 上 位 「 ク ラス 1 」 
両 べ 種 S ン で ダ れ ト ポ た て っ 3 | に | Q で の 争い に 決着 を 着け る べく 、 ニ ッ サ ン が 90 年 に R32 GT-R 
開 | が 型 ・: は ン て フ | の 始 年 T よ ハバ T を 投入 する 。R32 GT-RH は 無類 の 速 さ を 見 せ 、 ク ラス 1 を 制 
発 タ 戦 マ マス ` つ つい オツ は ま グ に C る 選 圧 。 後 の ク ラス 1 は 実質 的 に その ワン メイ ク 状 態 に な っ た が 、 
ど | ツガ カク JJ た | ソラ つ ル 人 旧 ご 短 こ 所 JTC の 人 気 は 沸騰 し た まま だ っ た 。 だ が 、 世 界 的 に は 過当 競 
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体罰 的 心 ・R あ | 流 ゆ め 車 ベベ 用 る に カブ フ 現 
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NG” ト JaOQG 最 4mpS 人 Sr くも や し 
Q っ ^ で HeN0 っ っ 心 握 吸 し の ヒ 
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キリ ローA 思 し うつ 7 


w で 公 二 肖 二 0 訪 表 表 し 8)JG く ミーム 
363SNTJ HG い S20 っ ) 表 人 S し っ 選 G 


し もぐ ざお S 引 過 レ wo6 つ | っ 


志 臣 ヘー で や SG し ゃ [OO 
ドーG お も お K と へ へ Am へ トー ベー 
上 NSX ハハ 保っ うら し 
et6 や で し つ で 会 ト 和 RTNIN エ て や 
NG 伺い ひ 責 ロー させ 〇 到 


デフ ケー 


ス は ノー マル 、LSD も 最初 は TRD の スー プラ 


9 
用 スポ ー ツ 部 品 な ど が うま く 活 用 され て いた 。 


e 


デビ ュー 当時 の 80 ス ー プ ラ の リヤ ビュ ー。 パ 
ー ツ は C カ ー か ら の 流用 以外 ( 


こ C 


流用 


(写真 は サー ド の トヨ タ 94C-V) 


トヨ タ の C カ ー が 最後 に 走っ た の が 
1994 年 の ル ん ・ マ ン 24 時 間 。 そ の 後 ( 
カー の パー ツ が JGTC の スー プラ ( 


され た 。 
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) の 「94 年 スー プラ GT カー 車両 開発 責任 者 鳩 谷 和 春 氏 イ ンタ ビュ ー| ペー ジ を 要約 、 再 構成 し た も の で す 。 
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つつ 
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流用 パー ツ は アッ プラ イト 、 ビ ピロ ボー ル 、 キ ャ リバ パー、etC. 
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ト ? 球審 ー ロ し ゃ nn 記 赴 No p7 
ロロ ぐ 心 ハ エト て (Kーh 刷 四 唱 振 丸 
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8 革 G っ つの ヒ 〇 内 密 は いう っ し じゃ [っ 
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を で し レ う ShLAHN て 7 ミ ・ ル ハ G 
中 箇 め つい 公 で 醒 喉 つ し うじ” ミ ・ ド 
へ 皆 QuDAEwO Op NSK や 
レ の ヒ し 地 避 COG や で さ し を で し うつ や 
人 S① ( 赴 )" jp3QtQS” HG に 葉 せ 
いし っ うつ 忍 互 20S| の 憶 天 折 普 で 眉 
《mR ゼ 臣 会 つ レ ン で で 会 尽 財 恥 け 八 
Ne 時 李 古っ くい ドー ドル ハ く 選 咽 や で で 
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*SN0N ペ トド で JJmSN6 NN" 


アナ ログ タコ メー ター が 鎮座 


生産 車 の ホワ イト ボディ ( 


IMSA で 実績 の ある 185E が ベー ス 


と 。 


ロー ルケ ー ジ を 溶接 し た 作り 


ステ アリ ング ホイ ー ル が 跳ね 


い ー」 


ル 位 置 の 変更 が 可能 と いう 点 が グル ー プ A と は 異な り 、 改 


が 見 て と れる 。 ノ ー マ ル の ダッ シュ ボー ド が 不要 、 ペ ダ 
造 範囲 が 拡大 され て いた 。 


520120。 さ 24 し /68 


最大 出力 は 450ps ま で 落と され た 。 


エン ジン は 、 アメ リカ IMSA GTP ク ラス で 人 圧倒 的 な 強 さ を 誇っ て い 
た TOYOTA EAGLE Mk 由 が 搭載 し て いた 185E (2140cc) シン 
グル ター ボ が ベー ス 。 IMSA で は 720ps を 発生 し て いた が 、GT で は 


み ゅ 44mm の リス トリ クタ ー を 付け 、 
1995 年 か の ら は 3S-GTE (2 2 ターボ) 【 


上 げ 式 に な る の は 、 は る か 後 の 


アッ プラ イト は 


C カ ー 用 の 在庫 ! 
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と し て 最適 だ っ た 。 
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ARIA NSX 


“好転 ミッ ショ ン " 
と いう 固有 種 。 


Text : 大 串 信 (Makoto Ogushi) 

Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) 小林 克 好 (Katsuyoshi Kobayashi) 
小林 直樹 (Naoki Kobayashi) 上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) 
SAN-EI/ 但 馬 治 (Haru Tajima) 


第 の 世代 一 


規定 内 自由 漂 技 の 時 代 


ホイ ー ル ベー ス 間 
フラ ッ ト ボ トム 化 , (ダウ ン フ ォ ー ス 30% 減 ) 


エン ジン 搭載 方 向 自由 
(エン ジン ルー ム 内 ) 


サス ペン ショ ン 形 式 自由 


駆動 方 式 自由 


1997 年 に 登場 し た NSX は 参戦 4 戦 目 に ポー ルポ ジ シ ョ ン を 
獲得 。 98 年 に は オー ルス ター 戦 も 含め た 8 戦 す べ て で PP を 
獲得 する と いう 圧倒 的 な 速 さ を 見 せ て いた 。 車体 底面 に 積極 
的 に 空気 を 入れ て 、 こ こ を 通る 空気 の 流速 を アッ プ 。 これ に 
よっ て この 空間 の 圧力 が 下がり (ベン チュ リー 効果 )、 大 き 
な 下向き の 力 を 生み 出す こと で 、 主 に コー ナリ ング で タイ ム 
We ヾ 39 に 2 二 0。 身 を 稼い で いた 。 ス ー プ ラ も 99 年 あたり か ら 空 力 性 能 強 化 へ の 
NSX 封じ へ の 大 胆 な カ ワン タ バ パンチ の 中 積極 的 な 取り 組み を 始め 、02 年 か の ら は NSX を 上 回 る 速 さ を 
呈 時 ie イラレ た スピ ー ド アッ プ に 歯止め 
を か ける べく 、 2003 年 に は 全車 的 に ダウ ン フ ォ ー ス 30% カ 
ッ ト を 目的 と し た 車両 規定 の 導入 が 決定 。 この 改定 は 空力 性 
能 を 3 年 は 後退 させ た と も 当時 言わ れ て いた 。 同時 に レ 
イア ウト の 有利 不利 を 埋め る た め の 改 定 も な され 、 ス 
ー プ ラ と GT-R は トラ ンス アク スル 化 。NSX は 
エン ジン 縦 置き エミッション 前 置き と い 
う 対抗 策 に 打っ て 出る 。(as) 


4 人 W4⑰22/2C/)/ 
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QEUJSNO の OF や pNIhKt ぐ で 60 
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つの ヒ 〇 司 恒 雰 介 せ 直 " つ マ レル 
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ペー ド KG 色 民 8 事 つ 9 ヘーK 
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ミィ 6 較 思 選 屋 志 つつ 妹 介 R 態 沿 公 
に 区 KJ で TK て 全 填 吐 " hh て 
ぐー ペーG 下 ロー へ 愉 ペー 込 色 下 


が)M ん (2/2C/ 


2005 年 仕様 か ら は 、 カ ッ プ リン グ シ ャ フト は V バ ンク 間 を 貫通 する 
タイ プ へ と 進化 。 下 の 写真 は 、 車 体 前 側 テ ギヤ ボッ クス 側 か ら 眺 め た 
カッ ト 。 上 は 車体 後方 か ら の カッ ト で 、 同 シャ フト を 抜い た 状態 。 
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全 Q 選 人 急 け リン で 忠昌 選 昌 つつ "所 の 
次 環 咽 い し まく と へ へ 上 AA 由 
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叶 装 定 8 公選 の 9085 志のぶ や 
RHR 在 起 窟 中 ほ つの ヒ 〇 く 稚 くつ 丸 
倒 77 か て ARTN さ て トト 6 司 恒 
掃 \e@ く へ 條 ヤキ エキ Sm つじ し 嘱 軸 帳 
咽 *w 事 を セ 提 軸 公 人 Q で し うっ G 足 
ぃ の 革 人 る Q せ 振 帳 層 識 固 懇 く へ 條 倒 
棄 旭 賜 人 S ぐ で し うっ? 親 曹 G つ いて 
@ 刑 ベーTIh 村 装 ロ ” 回 悦 譜 固 醒 

全 で や っ 乙 の 則 咽 く へ 称 到 っ 

拓 回 慰 譜 回 前 会 *0 代 区 る の ヒ 

- や こ へ 明宏 Yo で No っ 
Q 層 っ 也 お し っ" 

63” JGIJIA 愉 人 ぐつ の ヒ 
〇 し ゃ ぶ ャ ヤキ 台 癌 前 呈 史 
咽 つ し 地 紀 会 靖 薬 二 会 ご" 

ふ て モ 公 〇 っ 公 唱 くく N 

ー ド ハハ KK 店 字 填 選 公 

公 局 選 能 油 中 全 Ne や 
JJQGK マ て ハー て そう)S で 吾 

人 SS し うっ" 選 の や 受 四 

名 福 選 帳 咽 因 G 公 閑 帆 

さこ し 己 G 如 所 咽 *h ロ 
ヘ 了 て ふ ャ モロ 会 下 NG ト JJ 色 
し SS う っ" NG 居 し や く へ 
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I ト 選 下 いし 8 で 昭 っ 屋 0 如 に 醒 明 交 
艦 つ Ne@ 光 朋 ロ 頂 ぐ で し ゃ っ 7 

NTJ レ ” 乙 の ※% 可 泊 せ ょ JG 暇 己 癌 
恨 選 お WS レレ マー ド 司 恒 下 の 
揚 軸 0 つ S お で せき せ SQ 全 で 妨 四 衣 
難 岩 > 享 OMK 弄 AA へ 選 眉 柚 * け セ 
Ne 林 替 班 名 来 和 hG で し つの 
ヒ 〇 司 尼 吐 哉 じき く ー ド ベ 司 昼 J 臣 つつ 選 
臣 じ つ 公 HANAA 思 抽 紀 し と ゃ 0 術 。 乙 の 
< や JJG 有 > の Ow/7/ か へ nhD 舞 山 * 
JJ つ し し っ? > 副 日 へ A へ 思 舞 肌 選 
sh っ J” 捉 宮 G く へ 心 公 Q 是 る iQ 式 居 
各 ぶ 日 へ へ へ で しり 画 YO で で 8 
や マン SSteS2J” 手 同居 うつ し 本 
SS トマ K ト と く ヘ トーZAxE 下 JJ 
St? 

IJ で QG に 記 公 民 誤 yy で ho 寺 軸 * 
デポ 能 誤 時 前 議 和 80 丸 ” 基く へ ふぐ 
葉 MK 屯 只 衣 つつ ン つ を 本 っ 収 罰 丁 
G 革 MK 田 掴 名 時 装 つ を な っ 虹 に N ユ 

ー 擬 班 状 選 表 症例 の へ へ トミ 
SS き へ て トリ ロ し On6 形 日 へ 私 
へ NN ペー ミス 坦 G | 諾 つじ 中 
甘 つ を っ ” 蘭 四 所 四 し へ ハ ユ 

へ ふ ー ぐ の と 央 ン リロ 甘 居 表 層 

さも で ね せ ょ JJ 会 に 陣 唱 SG 
中 620" スイ 会 届 公 


っ 


の 0 


HH へ AA へ 思 胃 昌 0 唱 選 NO 
ぶし せ 据 吸 つ SS 公 0 妹 " 
選 軸 や せ 庄 柚 *0 し ゃ 日 へ 私 へ 連 拓 半 
掴 ! つ レ HA 公 揚羽 ロ 系 穫 K 
昌 *" ト ゞ い N ト さ へ へ ハエ ミ 3 忠誠 つつ 
PHAZAA 和 民 ロロ シン の っ 届 ” 本 完 G 
さて ト せ て 頻 皿 つ ? や の O3^ 司 尼 
中 介入 骨 四 所 和 6) FJG さ て トー 
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GT 用 ター ビン 


AM の 22)/2// 


2003>Z004 


も と も と NA エ ンジ ン を 横 置 き し て コン パク ト に ま 
と め た NSX の エン ジン ルー ム の 前 後 長 は 短い 。 エ 
ンジ ン を 縦 置 き し た うえ で 、 タ ー ボ ユニ ッ ト 、 イ 
ンタ ー ク ー ラ ー、 そ の ほか の 補 機 類 を 配置 し 、 配 
管 を 取り まわ す の は 至難 の 技 だ っ た 。 タ ー ボ チャ 
ー ジ ャ ー は 高熱 を 発する た め 、 遮 熱 を 行なわ な け 
れ ば 、 周 囲 に 熱 害 を 引き 起こ す 可能 性 が 高い 。 遮 
熱 の た め に は 空間 を 確保 する の が 有効 だ が 、 当 然 
その 余裕 は な く 、 遮 熱 材 や 遮 熱 法 で 新しい 技術 的 
試み が な され た と いう 。04 年 仕様 で の ター ボ ユ ニ 
ッ ト 縦 置き は 必要 に 迫 ら れ た 強引 な レイ アウ ト だ 


っ た が 、 そ れ で も 空間 的 に は 無理 が あり 、 フ レー 
ム の 構成 を 変え た り フ レー ム 自 体 に 逃げ の 切り 欠 
き ( 左 の 写真 の 下 の 部 分 ) を 設け た りす る 必要 が 
あっ た 。 左 上 の 写真 の 右側 は F1 で 使用 され て いた 
ター ビン で 、 左 が GT で 使用 され て いた も の 。GT 
用 で は 上 部 の コン プレ ッ サ ー ハ ウジ ング の 向かっ 
て 右側 の 一 部 が 削り 取ら れ て いる 。 軽 量化 な ど で 
は な く 、 お そら く ほ か の 何 か の パー ツ と 干渉 する 
の を 避け る た め と 思わ れる 。 コ ンプ レッ サー ハウ 
ジン グ と 下 側 の エキ ゾー スト ハウ ジン グ の 接合 音 
に 挟ま れ て いる 皿 状 の 構造 物 は 遮 熱 板 だ ろう 。 


2003 年 の 車両 規定 改定 で 、「 エ ンジ ン の 取り 
付け 方 位 、 方 向 、 位 置 は 基本 車両 の エン ジン 
ルー ム 内 に あれ ば 自由 ] と な り 、NSX 開 発 陣 
に と っ て パッ ケー ジレ イア ウト 上 の 悲 願 だ っ 
た と いう 、 エ ンジ ン の 縦 置 き 化 が な され た 。 


に ' 
で 
を 、 8 四 計 
N | WWP 
る 生 
を が 
am い ノ 更 デー 


本 月 //72 


り 


hy 

生 電 
」 で いび コ ーー 
ーー 芝 


ーー ひび 


最高 出力 は 約 480ps だ っ た 。 
462//7/ の 


1999 年 の 100 号 車 の エン ジン 。 


3 補 半 つき うっ? エモ NG 和民 リセ て 
さい ふぐ か を 公 寺 で ー HAIAAW/77/ 分 
け 秘 肌 村 Ke0HAAN て さき いく 代 和 と 
ロ 表 46 で し 逢 エ 玉 い K 貞 二 ン 
SN 会 <Q 〇 7 
つ 公 づつ" 司 尼 補 直 は 6" キ 
KW セハ イセ NO で 多 穫 の | 唆 楓 | 
貴 そ 路 誠 班 軸 本 会 寺 や で レ う っ 
Q” ト JG 隊 塚 ” 民 澤 吾 m ロ ヘイ H ハ 
A へ 局 G ヤ モエ 穫 ヽ KW 選 画 0 や し 絶 
編 セ he 名 回 図 K6 尋 人 S 唱 介 人 SQ で 
QpDG? 所 公 その 醒 郊 姉 NG 欄 
志和 を AT さて ト て ロリ ロ 親 レポ 
SS 替 つ っ こよ ホー 和 間 人 臨 つ 束 ? 
HH へ AA 革 補い KJ ュ JJp 握 
肝 掴 曽 つ 選 ym し 庄 柚 *0) つ " 穫 そ 系 
マ ^ い いく K ゼ 才 そ り ハ 間 選 くさ いく ぐ 私 て 
坦 


抽 寺 来 需 ロ 潮 Se rd けい し 授 有 帳 
咽 く INK 史 握 く 條 や ” 遇 記 埋 紐 丈 赴 
師 N@ ょ JJ 本 字 代 款 昇 SQ つつ 7 
区 回 年 穫 い K 公 の QG 際 祝 R 選 で 
0 で SO 吉 較 < く 行 つ ^ 人 ト ゞ NN ト さ へ ハエ 
さ G 亜 固 公 いて マト さく っ) 換 ン 明 電 
3 電視 り 悪 昌 し て INT ミ SE 更生 ン " 
こい ー ロ KK 宮 っ? で し 6 革 G 
詞 有 邊 し お 8” 振 玩 峰 咽 因 SG 北 り 掴 つ 
mm0 つ 咽 4m け 民 記 穴 の っ 心 場 編 全 に 
0 で 臣 つ ぐ く 一 尺 司 恒 S 公 ぐ 据 財 謀 
3-K ン 國 SNe 乙 のぶ 公 財 6 で KG ょ JJ 
JSC ト JG 加 公 ぐ p 附 っ 明 で N@ 1 
iQ つの ヒ に の けり 遇 Ke 柚 庫 租 車 お 
局 尼 宰 吉 SE 功 柱 し や つじ し ゃ く ト 
ドー ドル AKG トト SN 図 NQOQ い hG 
2J′ 悪 因 来 記 JS の し っ QG し Sh6? 
@ 周 冊 了 足 人 根 ロ 6 で She 撮 演 の ヒ 
ドー6 葉 詩 S ひ 丸 | く ー ド 司 雪 | G 
麗 竹 いさ ー さ 民 江 旧 胡 G 志 選 ご" 
と cm か て ト ペー ベ G へ キモ ヘー リロ 素 戻 公 束 


| スト リク ター は ゅ の 31.1mmx 2、 排 気 量 アッ プ で 中 低 


旧 | | 検証 き さ れ た 、 
| 速 ト ルク を 稼ぎ 、 


還 


N 


間 幅 咽 つ レキ モエ (UN けり 婦人 攻 セ 生じ 
机 公 で 5 KR や 8 御 半 穫 NKK っ J 中 庄 
つ ^ ボー 共和 ロ 共和 A 和 か て リュ 6hN0 擬 坦 
導 り 世 SQ し 昌 AA へ 近 民 ロ 固 軸 " 


ノ 


キヤ ボッ クス は キャ ビン ( 
シー ト の 下 に マウ ント 


ヤ せ エ いく 公 Q6 國 訪 ボ お" へ へ 
ペー か ロ かい 6 明 % 咽 つ R 穫れ へ 
へ ヘ キ エト て (h ロ と I 必 へ ヘ エ トーG | 半 ) 
Mi トマ ゞ NF ト さ へ へ エミ さく 由 商 YO で NG っ J 
っ 心 出 表 殆 し SN6 (HANAA ュ J77 合作 
m へ G 送 肌 を 革 涙 ボ G 思 で で 所 
3286 - らく 一 私 責 ) ? 

年 委 和 SNK や HAIAAG 宣 民 映 
っ で 委 つ っ さ へ て ト で むむ て ゼ ” 咽 宗 史 局 


いし っ ne8 記 6 内 選 S ひ 7 ょ J6 三 
つ の ヒ の 司 恒 せ 次 洋 G「 の ヒド ー」 
G 窒 麗 詞 つ 丸 ” 選 思 ぐつ 〇 ヒビ 〇 ドー 
JJS で CS” 咽 抽 局 全 Q 帳 高 つき うっ で" 
普 避 赴 墜 つ し っ せ 生 G 局 恒 叶 似 玉 
YU 上 記 で レス っ つの ヒ 〇 いく 
ーー の ヒ 6 軟 也 避 除 で 晃 い 護 6 
革 司 尼 豆 但 環 ベロ で "SG 所 光 や で 
っ Jp 町 田 お 貴 公 組 Se 華 会 環 


向け て 、 追い 込み 作 


業 中 の 童夢 スタ ッ フ 。 サ イド フレ ー ム 、 ホ イ 


溶接 の あと が 見 て と れる 。 


ころ に : 


ー ル ハウ ス 、 ド ア 開 口 部 、 サ イド シル あたり 
は 茎 る と 


1997 年 第 2 戦 富 士 で の デビ ュー が 決ま っ た 
NSX の シェ イク ダウ ン ( 


いこ 


( 


MA の 72/2/ 


1 

1 
Ne | 日 1hJ 時 しく 
な ふ へ し ん 全会 押 
く K ふ NN や 普 紀章 
半 さ こく へ ST か の) 司 G 好 
公司 誠 お や し で 正 
KG りり 叫 つ ら 詳 
いて 豆 選 選 思 表 民 貴 
ふか 選 ご 紋 疫 唱 は 
秒 く し 屋 吉 伸 玉 巡 ご 
ふさ 。K さ さく 抽 
ヤミ 尋 | し へ 色 

夫 を ウス うるさ つ 選 。 

いき つじ し 守 N 因 て 困 

IJN で キキ に せ 心 っ 

INJ へ 一 全 北 会 会 >. っ レ 

。 必 避 山 や 妨 笠 和 ) で 

Ne 容 型 全 で で 軒 で 心 豆 

で 胃 因 さく 和 人 らち GO っ ) 

公 し っ 上 ト ハ 環 中 きつ 馬 

興 騙 刀 K 公 会 遇 に 内 

会 刀 あ へ へ くく G|G 

けけ GA 

革 NZ\ 

部 如 日 尺 

G 1@ っ ) 委 

| 一 装 


六 
に ヨ 
回 


ン ル ー ム 側 の バル ク ヘ ッ ド と の 間 【 


壁 |] は ドラ イ バ 


五 
因 


、 ギ ヤ ボ ックス を 逃げ ける た め の 


の 切り 欠き か ら 前 方 へ 伸び る 。 正確 
あり 
改造 が 加え られ て いる 。 こ の 「 


ッ ド シッ プ の NSX の 場合 、 車両 規則 で ム が 渡さ れ た が 、 


は 下方 に 開い た 切り 欠き ( 右 の 写真 ) 
定め られ る 「 後 部 


けら れ た 。 ギ ヤ ボ ックス と カッ プリ シグ クッ シ 


設 
ャ フト は 
は 


( 


ーー 
て 
ー 


2004 年 仕様 の [エン ジン ルー ム 側 の バル ク へ 


特殊 な 駆動 レイ アウ ト を 成立 させ る た め 、2003- 


ッ ド | 
あたる 面 ( 


が 
こ N 


MA の 0 


COQG し SGP つ 公 や 忠吉 GS 公 
GS | 避 mm ご | せ 吐 週 さ し っ 0" 
SQaaJs367 と INN さ ー ベ 6G 皿 。 丸 
JJns36$ ホ マー ハミ 6 身 GS2J「 環 飲 
慌 4 幸村 喉 セ N6 8 人 SN ロト いふ ー] 
うつ し | ボー へ TA 当て 握 環 百 
公 頂 守 Yo で Noe 6 で DS で 85 8 つ 倒 
亜 回 量 他 並 り て トマ く ー6 陣 陸 誠 っ 
代 で) AA ペ ー2 ハ S 紅 人 寄 つ Q で さい AO0 17 
区 年 DK*%0SSE 志 S 時 刺 喘 呈 ン や 玖 
い 刀 会 咽 間 揚 に 革 司 将 填 幸 東 二 
N@8 信 G「 ド ボー へい ペー うつ し 
遇 っ し っ N0G3 ゼ 和書 衣 G に 洋 し め ON7 
8 RAJ38 御 平 徐 穫 NK 負 全て 
ト さ へ ハモ キミ" 4SNe っ や 下 諸 ぶ へ いで 
ホー に K 選 ドー へ AT へ 共和 て 毅 下 壮 
けつ し レ い ユー3G | 喘 つ し 互 全 や te 
つり っ 璧 性 下 せ 季 ペー ドー 公 環 * く NG 
QHS で PSNe 坦 光 。 ボー へ っ 
ー ベ ご は OS 会 NO 訪 0 レ し K6 公 "所 
表 G や ⑤ ビ の バー ミー の に (らら 
の 弓 全 @ へ ペー に K 直 | ベー ミー の レヒ 」 
く 倒 孔 ) G 同 尼 蘭 塚 じ 8" 夫 ン し や 
[ぐー ド 民 居 G キ キ エ キ AU 拓く Sh 
ペー ベベ 団 訟 4 で や 六 塗 | 会 キハ 
ー6 環 擬 班 QNo っ) 選 槍 で 妃 貞 名 7 
ドー 系 へ へ 共和 か て 明 班 手下 抱 ン 
し や p「 訪 GSR 志 更 表 で 如 末 宮 堪 呈 | 
つじ し 層 さち お 人 Q で し っ や や? 親 衣 TK 
ILUPAGE く アテ こ 0 だ で 

JJ いつ で 玉 応 更 避 骨 つ お せ の ヒマ ゼ ^ 
時 G 司 尼 表 論 人 し JC いく ー ド 同 
苦い ユー ベス 如 困 灯 党 補 吉 幅 爺 十 失 
当 つ ^ @ 時 財 せ 有 思 は 條 和牛 そつ 
ドー へ ロロ K 込 か て 擬 環 〇 へ キハ ー 
ぬ 皿 っ NrJJ 際 人 久 NOTJJ け SC 7 
隊 吉 作 N@ 刀 名 唱 障 衣 6 環 珈 玩 咽 
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NeQSGTK て 人 避 下 NeSQ" 副 塚 
時 S し つつ で 88 心 全 TK 了 て 選 突 り 
nS 公 0 っ 心 守男 人 S JG「@ 叶 同 
了 松 條 | ( 咽 症 「@ 鞭 恨 )) し く ー ド 過 
恒夫 叶 や で NeG き ミート Am | 
虹 G 式 加 G” ベー ミー の ヒ G 同 昼 ゼ 
さか へ KIJN の ヒビ ドー 会 著 苗 ペー 
へ へ や ドー ュ っ) つっ 届 。 | 鷺 記 や の ヒド ー 
っ 3 会 古 敵 で 丸 慌 宮 く 半 守 h@ うり 
S い 5 

中 か や へ せめ の - 上 G 喘 章 同 
坦 綴 に お 5 結 用 G⑤ ヒ 6 の 
らし せく ーK 由 條 ミ WNG 民 NH ト さ 
Ii ト hYND 座 で 抑 rw し 峰 ひ し っ で 公 ” 中 
裕介 忠 光 ペ ーK へ G@ 財 ” 較 時 公明 
IE で 0 ら 避 恨 史 求 民 さ つじ 台 了 つ や 
reo の ヒー 紀 説く つ 如 "ペー ドー 
っ うつ し 咽 揚 ゥ 日 ロー ロト ミト ロ 
ー ュ っ J 舞 否 局 上 GTNUDH ロ ーG 入 て // へ や 
wm や 6 SG 革 応 環 柚 人 で 丸 色 り 
『JG ュ っ JQ 蛋 生 つ や の F - 伝 時 G 
内 司 尼 足 似 G る S 謀 JSC 

eo の ウ ヒ - ざ ば 必 ミ ドー へ 
へ 共和 か て 艇 班 GP へ TSRND” 男 胃 
層 M> 避 coMK 虹 HANG> マ 時 
編 つ し っ S? 咽 環 避 G エ お の - 
や > の O ハ て ハー 素 近 和紀 で さ 失 四 詞 周 
し 玖 N@ ょ kJ ュ JHmSN6 ュ っ) の ヒヒ の め の の 〇 司 
恒 G 甘 豆 ば 記 昧 し @ 革 介 ロ 6 で し 


MA の 0 が 


2005>2006 隊 


介し て 取り 付け られ て いた カー ボン 製 


の パネ ル は 
新しい 側面 構造 


向上 し た 。 


フレ ー ム が 通る 単純 な 構造 と され 


ー 


い 、 開 いて いた 下部 が 閉じ られ 、 エ ンジ ン と ギヤ 
剛性 は 飛躍 的 


バル ク ヘ ッ ド は 、 駆 動 系 の レイ アウ ト 小 変更 に 伴 
ボッ クス の 間 ! 


剛性 を 受け 持っ て いな か っ た が 、 

は 補強 と 一 体 で 剛性 を 受け 持っ て いる 。03-04 年 

仕様 で 剛性 面 に 問題 が あっ た エン ジン ルー ム 側 の 
こ 置 き 換 え 
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こ ラ バー ブッ シュ を 


は 補強 と し て バス タ 


ー 


MA の 22 


刀 つ 。 の 隊 條 し せ の ヒ の の の じ 域 
甘 し 0N@HAIA へ や 條 ペ ー ド ー^ 王 販 
咽 の すさ 〇 〇 86G 皿 衣 展 居 >oOHNA 
けり 吉 1 で er は S い ひし っ ろ QG も し 7 
9 時 融 ウ レー の 翌 恨 凌 黒 G へ キム 
ー リ ! 避 結 司 尼 足 條 し 枝 Yo で 妃 日 へ 私 へ 
選 罰 ( も で や で 画 工 補 昌 SS 同居 SON7 
着色 <Q の 時 せ 琵 除 格 層 っ し さ 
ー ド KK 的 言 つ " 

JJ いつ し 忠 で 晃 0 しま ne っ) の 時 人 
Q つ 結 き の - の FG 半 選 GS 公 し jp 
いっ Jp 則 癌 S 堅 庫 欠 症例 堅 で 代 で や で 
N 六 で SAJMeNe3RNGT 


この フレ ー ム は 2005/2006 年 の 開発 車 の も の 。 ベ 


ー ス 車両 の モノ コッ ク 内 部 ( 
ブ 状 の カー ボン コン ポジ ッ ト 構 造 体 が 構築 され て 


いる 。04 年 まで 義務 付け られ て いた 側面 衝突 対応 
の ロー ルケ ー ジ サイ ド バ ー は 、「 準 ずる 構造 が あれ 


ば それ を 認め る ] と いう 車両 規則 を 受け て 、 カ ー 
ボン コン ポジ ッ ト 構 造 体 の 側面 が それ ( 


られ た 。 04 年 まで サイ ド バ ー! 


pH9「O ヒ | G 電 加 さ 抽 W し 思 m SS 
T で 思 j 
G 過 瑞 り 壮 呈 つ Q ぐ し SN" 0 
RS 了 和 る 
さる 人 
SN 
Jp で せら 
=| | 〇 ) ma | ッ ン へ ン 中 っ 若 ! 
料 に つじ し め 届 人 慢 レ し ドー ハロ ば へ TNG SE 
3 さ 表 
午 くい 代 公 Ne 記 0p 守 陸 引 
挟 作 尋 he 


イラ スト で 見 る | NSX の 変 乱 」 


p20-29 で 見 て きた 、 NSX の エン ジン & ミ ッ シ ョ ン の 搭載 レイ アウ ト と それ に 伴う 取り まわ し の 移り 変わ り を 図示 し て みた 
2003 年 か ら の "逆転 ミッ ンション "カッ プリ ング シャ フト ー デ フ な どの 位置 関係 、 排気 管 の 取り まわ し な ど が よく お 分 か り い た だ ける は ず だ (3s) 


Text : 大 串 信 (Makoto Ogushi) 
lllustration : 倉持 正志 (Masashi Kuramochi / METMANIA) 


1997 >1999 


ョ キタ 人 逢 3.52 VO NA 横 置 き 


engine 


当時 の 車両 規則 で は 、 ベ ー ス 車両 の フレ ー 
ム に つい て は 、 前 後 バ ルク ヘッ ド か ら 前 方 driveshaft 
お よび 後方 に 伸び る サイ ド フ レー ム も その 
まま 残さ な けれ ば な ら な か っ た 。 サ スペ ン 
ショ ン は ベー ス 車 両 と 同じ 形式 の ダブ ルウ 
ィ ッ シュ ボー ン だ が 、 ス プリ ング ダン パー 
は 、 前 後 と も サイ ド フ レー ム を また ぐ 形 で 
設け られ た クロ ス メ ン バ ー 上 に 対向 する 形 
で 横 置き され た イン ボー ド 式 に 改め られ た 。 
対向 横 置き 形式 は プッ シュ ロッ ド か ら の 入 
力 を 左右 で 打ち 消す こと が で き 、 そ の ぶん 
フレ ー ム を 簡略 化 、 軽 量化 で きる うえ 、 中 
央 部 で 容易 に 車 高調 整 が で きる メリ ッ ト も 
あっ た 。 エ ンジ ン は は 駆動 氷 を エン ジン ルー 
ム に 収め る た め 右 側 に オフ セッ ト し 、 搭 載 
位置 を 前 進 さ せる と と も に 低く し 、 重 心 位 
置 と 前 後 重量 配分 を 改善 し て いる 。 


steel tubular rollcage aluminum body gearbox differential gear 


2000 >2002 


ョ キク 2 信 3.52 VO NA 横 置 き 


エン ジン 横 


エン ジン の 下 を 通し て いた 排気 管 を エン ジン の 横 に 通し 、99 年 仕 
様 か ら 搭載 位置 を 下げ る と と も に 前 進 さ せ 、 フ ロア に 合わ せ て 傾斜 。 
重心 位置 と 前 後 重量 配分 が 改善 され た 。 新 開発 の ギヤ ボッ クス は 前 
後 長 が 伸び て ドラ イブ シャ フト の 後退 角 を 打ち 消す と と も に 幅 が 狭 
く な り 、 エ ンジ ン ル ー ム 内 の 通気 性 も 改善 させ た 。 エ ンジ ン 搭 載 位 
置 を 中 央 に 寄せ 、 リ ヤフー ド 中 央 に 設け られ た エア イン テー ク お よ 
び リ スト リク ター と 、 エ ンジ ン 本 体 の エア ファ ン ネ ル 位 置 の 食い 違 
い を 縮小 し 、 各 気筒 に 吸入 する 混合 気 の 流れ を 適正 化 。 燃焼 効率 の 
改善 も な され た 。 前 側 バ ンク の 排気 管 は フレ ー ム と エン ジン の 間 に 
生じ た 空間 に 通し て いる 。 基本 的 な フレ ー ム は 第 1 世代 を 引き 継ぎ 、 
前 後 の サ スペ ンション も 99 年 仕様 に 準じ た 構成 だ 。 
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2003>2004 


2003 年 :3.52 V6 NA 縦 置き 
2004 年 :32 V6 ツ イン ター ボ 縦 置 き 


エン ジン 前 


2002 年 仕様 の 段階 で す サイド フ レー ム は 事実 上 、 規 定 を 満た す た め に 
形 だ け 残 っ て いる 状態 で 、 車 体 剛性 の 基本 は キャ ビン 内 の ロー ルケ ー 
ジ か ら 前 後に 伸び た パイ プ フ レ ー ム が 受け 持っ て いた 。2003 年 か ら は 、 
前 後 パ イプ フレ ー ム 化 に よっ て 設計 自由 度 が 大 幅 に 向上 。 エ ンジ ン は 
ギヤ ボッ クス と と も に 前 後 逆転 し た うえ で 縦 置き に 変更 され た 。 ギ ヤ 
ボッ クス は エン ジン の 前 に 結合 され 、 エ ンジ ン ル ー ム 側 の バル ク ヘ ッ 
ド を 貫通 し て 車 室内 に 置か れる 。 分 離し た デフ 本 体 は カー ボン コン ポ 
ジッ ト の 構造 体 に 納め られ 、 エ ンジ ン 後 方 に 置か れ た 。 こ の デフ ケー 
ス に リヤ サス ペン ショ ン な どの ブラ ケッ ト を 設け 、 ス プリ ング ダン パ 
ー ユ ニッ ト は 縦 置き に 。 フ ロン ト の それ ら は 99 年 仕様 と 同じ よう に 、 
パイ プ フ レ ー ム 上 に 対向 で 横 置き と され た 。 


2005 > 2006 


ms* 画 2005 年 :3.02 V6 ツ イン ター ボン 3.54 V6 NA 縦 置き 
2006 年 :3.52 V6 NA 縦 置き 


エン ジン 前 


2003 年 の 車両 規則 改定 で 、 キ ャ ビン 部 分 に 対す る 補強 は 、 そ れ 以 前 
の 「 面 沿い ] か ら | 自由 ] へ と 緩和 され て いた 。 そ れ を 受け 、05 年 
仕様 か ら 車 体 は カー ボン コン ポジ ッ ト の 構造 体 を キャ ビン 内 部 に 構築 
し て パイ プ フ レ ー ム と 組み 合わ せ 、 剛 性 面 で 外 板 に 頼る 比率 を 下げ た 、 
いわ ゆる ハイ ブリ ッ ド 構造 に な っ た 。 フ ロン ト フ レー ム は 狭い 幅 で 剛 
性 を 確保 で きた た め 、 理 想 的 な サス ペン ショ ン を 追求 し て アー ム 長 を 
長く 取っ た 。 こ れ に 伴い 、 ス プリ ング ダン パー ユニ ッ ト は 上 下 縦 置き 
に 。 重心 が 下がる と も に 、 サ ー ド ダン パー を 作動 させ る リン ケー ジ の 
取り まわ し が 容易 に な っ た 。 当初 、 ロ ッ カ ー は 片 持 ち だ っ た が 、 剛 性 
不足 で 応答 性 が 悪く な っ て し まっ た た め 、05 年 途中 で ブラ ケッ ト を 
追加 し て 両 持 ち 式 に 変更 され た 。 


2007>2009 


2008 年 :3.54/2009 年 :3.42 の V6 NA 縦 置 き 
2007 年 :3.54/4.02 V6 NA 縦 置 き 


エン ジン 前 


最終 仕様 の NSX は 、 キ ャ ビン 前 方 お よび 後方 の パイ プ フ レ ー ム を カ 
ー ボ ンコ ン ポ ジッ トト 構造 体 で 補強 し 、 高 剛性 化 と 軽量 化 を 両立 させ た 
フレ ー ム を 用 いて いる も の と 考え られ る 。 フ ロン ト の スプ リン グ ダ ン 
パー ユニ ッ ト は 、 フ レー ム 自 体 の 形状 を 見 直し た 結果 、 上 面 で 前 後方 
向 に 置か れる よう に 。05 年 仕様 まで の フレ ー ム 構成 と は まっ た く 違 
う 思 想 で 最適 化 さ れ た と 思わ れ 、 ス タビ ライ ザー や サー ド ダ ン パ ー の 
構成 も まっ た く 異 な っ て いる 。 07 年 の 車両 規定 改定 で は 、 ダ ウン フ 
ォ ー ス を 一 律 20 一 30% 削 成す る こと を 目標 に ステ ッ プ ド ボ ト ム 規 定 
が 導入 。 車体 の 下面 、 前 後 車 軸 間 に 幅 200mm、 厚 さ 20mm の 台座 を 設 
けた うえ で 同じ く 幅 200m・ 厚 さ 10mm の スキ ッ ド ブロ ッ ク を 設け る 
と いう も の で 、 そ の ぶん 車両 の 重心 も 上 が っ た 。 


エン ジン 


J1 


第 2 世代 | ケー スス タデ ィ 


市 販 車 の Z に 「Type E」 設定 


量産 車 を 巻き 込ん だ 第 2 世代 バト ル 


ロン グ オ ー バ パー ハン グ GET で ダウ ン フ ォ ー ス アッ プ 


#1 XANAVI NISIMO Z 


。 | 


4 


ーー ッ ー バ 
ザー サ 


「 ま 』 メディ リリ リガ 
#』 / ーー 』 すず リ / | 
人 ル し よ 


ー nruNGKI は 誠 


6AO 


上 が 2004 年 の Z33、 下 が 2003 年 の R34 GT-H。 市 販 車 の Z33 に タイ プ E が 設定 され た こ 
と で 、 JGTC 車両 の Z33 は 同 R34 よ り 前 後 オ ー バ ー ハ ング 合計 で 40mm 長 く な っ た 。 ち な み 
に 、 市 販 車 の タイ プ E は Version S が ベー ス で 、「 ロ ング ノー ズバ ン パ ー」 装着 で 填 180mm、 
「 ロ ング テー ル バ ン パ ー」 装 着 で 十 135mm と 大 幅 な サイ ズ ア ッ プ |! が な され て いた 。 (as) 


#23 XANAUI NISIMO GT-R 


GTC 創 設 以来 、 ニ ッ サ ン は GT-R を べ 

ー ス 車両 に 競技 車両 を 開発 し 続け て き 
た 。 し か し 、R34 GT-R の 量産 車 の 生産 が 
2002 年 8 月 いっ ぱい で 終了 し た 後 、 次 期 
R35 GT-R の 発売 まで GT-R の 生産 ・ 販 売 は 
途切れ て いた 。GT の 規則 で は 量産 車 の 生産 
終了 後 も 車両 の 公認 は 一 定期 間 継続 する の で 、 
R34 GT-R で 戦い 続け る こと は で きた 。 た だ 、 
ニッ サン は レー ス 活 動 の お も な 目的 を マー ケ 
ティ ング に 置い て お り 、 レ ー ス 活動 に は 販売 
中 の モデ ル を 用 いる と いう 原則 を 守っ て きた 。 
それ ゆめ え 、GT-R が 販売 され て いな い 間 は 
GT-R 以 外 の ベー ス 車 両 を 使う 必要 が あっ た 。 
その と き に 開発 陣 が 選ん だ の が Z33 型 の フェ 
アレ ディ ン で あっ た 。 

03 年 の 車両 規則 大 改定 に より 、 ベ ー ス 車 
両 の フレ ー ム は キャ ビン 部 分 に の み 残 せ ば よ 
く な り 、 そ れ よ り 前 方 と 後方 の フレ ー ム は 独 
自 設計 の パイ プ フ レ ー ム で 置き 換え る こと が 
可能 に な っ た 。 こ れ で 、 車 両 開 発 の 際 、 ベ ー 
ス 車 両 に 依存 する 部 分 は 減少 し た 。 素 性 が ま 


っ た く 異 な る 車種 と は いえ 、GT-R と Z と の 
間 で 多く の コン ポー ネン ト を 流用 する こと が 
で きた た め 、 ベ ー ス 車両 の 転換 自体 は それ ほ 
ど 難 し い 話 で は な い 。 む し ろ 、Z は GT-R よ 
り ト レッ ド が 広く 、 ホ イー ル ベ ー ス が 短い の 
で 、 運 動 性 能 を 引き 上 げ や すく 、 後 部 座席 が 
存在 し な いぶ ん 空間 を 有利 に 使っ て 軽量 化 も 
し や すい と いう 利点 を 持っ て いた 。 だ が 、 一 
方 で 大 き な 課 題 も 抱え て いた 。 

Z は 前 後 オ ー バ ー ハ ング を 切り 詰め た 特徴 
的 な エク ステ リア デザ イン が 売り の ひと つ だ 
っ た 。 当 時 の JGTC で は 車体 下面 と 路面 の 間 
こ 空気 を 流し 、 グ ラウ ンド エフ ェクト を 発生 
させ て 強大 な ダウ ン フ ォ ー ス を 獲得 する 手法 
が すでに 一 般 化 し て いた が 、 前 後 オ ナー バー ハ 
ング の 短い 有 Z は グラ ウン ド エ フ ェクト を 生み 
出す た め の 車 体 底面 面積 が 小さ か っ た 。 そ の 
まま で は 、 充 分 な ダウ ン フ ォ ー ス を 生み 出せ 
な い お そ れ が あっ た の だ 。 

そこ で ニッ サン は 、 大 ワザ を 繰り 出し て き 
た 。04 年 1 月 、Z の ボディ 前 後に メー カー 


Ye 


2/207/ 


オプ ショ ン と し て 特製 バン パー を 装 六 し 、 オ 
ー バ ー ハ ング を 延長 し た 「 フ ノア タイ プ E」 と い 
う 特別 仕様 車 を 発売 。 こ の モデ ル を JGTC 用 
競技 車両 の ベー ス 車 両 と し て 公認 を 取得 し た 
の だ 。 そ し て 、GT500 用 の Z は この タイ プ 
E を ベー ス に 開発 。 タ イプ ヒヒ は レー ス の 現場 
と ニッ サン 本 社 が JGTC の た め に 連携 し て 生 
み 出 され た 、 事 実 上 の いわ ゆる ホモ ロ ゲ モ デ 
ル だ らん た の だ 。 
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2rd 


Text : 大 串 信 (Makoto OgushD) 


トヨ タ が 大 排気 量 エ ンジ ン 3UZ を スト ロー クア ッ プ 


Photo : 澤田 優樹 (Yuki Sawada) NISMO/SAN-EI 


Z003 


5.2 2 の 極太 トル ク で 立ち 上 が り は 敵 な し に 


GTC が 始ま り 、 ス ー パ ーGT へ と 改称 
し て 2013 年 まで 、 日 本 の GT レー ス 

で は 「 車 両 規則 別表 ] で エン ジン の 排気 量 に 
よっ て 車両 最低 重量 と 吸気 リス トリ クタ ー 径 
を 定め 、 走 行 性 能 を 均衡 させ る こと に よっ て 、 
さま ざま な 車種 の 混 走 に よる レー ス を 成立 さ 
せ て きた 。 こ の 車両 規則 別表 で は 、 排 気 量 
3500cc 以 上 の 自然 吸気 エン ジン に つい て は 
吸気 リス トリ クタ ー 径 が 一 定 で 、3500cc 以 
上 な ら 排 気 量 が 大 きく な る ほど 最高 回 転 に 至 
る まで の エン ジン 単体 性 能 と いう 面 で は 有利 
に な っ て いた 。 大 排気 量 の 外国 車 を 優遇 し 、 
シリ ー ズ に 呼び 込む た め の 設 定 だ っ た 。 

これ に 目 を 付け た の が 03 年 の トヨ タ 陣 営 。 
彼ら は それ まで 、 直 4 ター ボ の S3S-GTE を 使 
い 続け て きた が 、 開 発 を や り 尽 くし て 性 能 牛 
上 の 限界 に ぶつ か り 始 め て いた 。 最高 出力 と 
ドラ イ バ ビ リティ の バラ ンス が 崩れ 、 苦 し い 
状況 に 立た され て いた 。 

そこ で 、 エ ンジ ン を ベー ス 車 両 と 関係 の な 
い 型式 の も の に 換装 する こと を 許す 緩和 特 則 
と 車両 規則 別表 を 根拠 に 、 トト ヨタ ・ セ ル シ オ 
用 NA 4300cc の V8 エ ンジ ン 3UZ-FE に チ 
ュー ニン グ を 施し 、 排 気 量 を 5200cc に 拡大 。 
スー プラ の エン ジン ルー ム に 押し 込み 、 吹 気 
制限 の 優遇 領域 を 活用 する こと に し た の だ 。 
あく まで も 車両 規則 の な か で 持ち 出し て き 
た 抜け 道 的 アイ デア で あり 、 ラ イ バ ル メー カ 
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スト ロー クア ッ プ に より 5.2 化 さ れ た 3UZ-FE。 
NA で ドラ イ バ ビ リティ は 高く 、 さ ら に この 年 の 
NA マ シン は 富士 や AP で リス トリ クタ ー 径 
ン ラ ンク 優遇 され る こと に な っ て いた 。 立ち 上 
が り は 鋭く 、 結果 、 直線 も 3 車 中 一 番 。 直線 は 
他 車 に 申し 訳 な いく らい 速い | と いう トヨ タ 陣 


営 の ドラ イ バ ー も いた 。 (as) 


が 


ー が 同じ 手法 を 採っ て くれ ば 、 優 位 性 は 簡単 
に 切り 月 され て し まう 。 だ が 、 ト ヨタ の 開発 
陣 に は 、 ニ ッ サ ン も ホン ダ も 3UZ ほ どの 大 
排気 量 NA エ ンジ ン を ライ ン ア ッ プ し て いな 
い の で 、 同 じ ア イデ ア に 追従 する の は 容易 で 
は な いと いう 見 通し が あっ た 。 一 方 で 、03 
年 シー ゲン に この エン ジン を 持ち 出せ ば 、 抜 
け 道 を 寒 ぐ た め に 車両 規則 別表 は 改定 され て 
し まう お それ も あり 、 開 発 細 は も と も と 1 シ 
ー ズ ン 勝 負 の つも り で いた と いう 。 

実際 、03 年 に スー プラ は 飛び 抜け た 性 能 
を 発揮 。 タ イト ル こ そ 獲 れ な か っ た も の の 、 
全 8 戦 中 3 勝 を 記録 し た 。 そ し て 案の定 、 
04 年 に 向け て 車両 規則 別表 は 改定 され 、03 


年 ほど 大 排気 量 が 有利 で は な く な っ た 。 トヨ 
タ の 開発 陣 は エン ジン を 最適 化し 、 排 気 量 
4500cc に 縮小 。 そ れ で も 、 大 排気 量 で 低速 
トル ク を 稼ぎ 出す と いう 戦い 方 に 利点 は 残っ 
た の で 、06 年 最終 戦 に は ニッ サン も 急きょ 
開発 し た フー ガ 用 エン ジン を ベー ス に し た 大 
排気 量 NA エ ンジ ン (VK45DE) を 戦線 に 投 
人 和信 し て きた 。 ホ ンダ は これ に 対抗 すべ く 、 
NA エ ンジ ン を ター ボ 化 する こと に な っ た 。 


#1 ESSO Ultrafl0 SUPRA 
この アド バン テー ジ も 活か し 、 エ ッ ソ ウル トラ 
フロ ー スー プラ ( 脇 阪 寿一 飯田 章 ) が 2003 
年 開幕 戦 T ( 現 ・ 岡 山国 際 ) で 優勝 。 第 3 戦 
SUGO で は ポー ル ・ ト ウゥ ・ ウ イン 。 (3s) 
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Text : 大 串 信 (Makoto Ogushi) 
Photo : 小林 克 好 (Katsuyoshi Kobayashi) ノノ 鈴木 紳 平 (Shimpei Suzuki) / NISMO 
CG WORK : 本 間 将 一 (Shoichi Homma) 
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FR、 トラ ンス アク スル 形式 
ニョ ジン / ョ ツク 4 

カー ボン コン ポジ ッ ト 構 造 

エン ジン は NA 3.42 V8 
ボア メス トロ ー ク も 統一 

A ビ ラー や ルー フ は 

ベー フス 車両 の も の を 維持 


2003<08 年 は JGTC プス ー パ ーGT に と っ て 、 あ る 意味 も っ 
と も 自由 な 開発 競争 が 展開 され た 時 代 だ っ た 。 し か し 、 09 年 
か ら 施 行 の 車両 規定 (通称 「09 規 定 ]) に より 、 そ の 方 針 は 
大 きく 変わ っ た 。 シ リー スズ 発足 以来 、GT シ リー ズ の 車両 規 
則 は 基本 的 に ベー ス と な る 量産 車 に 対す る 改造 範囲 を 拡大 す 
る 方 向 で 改定 を 重ね 、 そ れ に よっ て 車両 の 走行 性 能 は 飛躍 的 
に 向上 。 シ ョ ー ス ポー ツ と し て の 価値 も 上 が っ た 。 そ の 反面 、 
改造 範囲 拡大 が 広がる こと に よっ て ベー ス で ある 量産 車 と の 
関係 が 薄 まり 、 開 発 コ スト は 抑制 し た も の の 、 そ れ で も メー 
カー に と っ て は 負担 が 大 きく な る と いう 問題 も 抱え て いた 。 
こう し た 状況 を 踏ま え 、03 年 車両 規定 以前 の 「 ベ ー ス 車両 
の フレ ー ム の 全面 使用 義務 付け ] と いう レベ ル ま で 改造 
範囲 を 狭め る 方 向 へ 戻 そ うと の 議論 も あっ た と いう 
が 、 車 体 に 関し て は 量産 車 の イメ ー ジ は 残し た 
うえ で 改造 廷 囲 を 広げ ける と いう 方 向 で い 
6 つり 


ん 2028577 
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排 は 持 に る ト に 伸 な ドド し 目 し 
気 設 つ 2 102 た 設 て 
あす イミ 2 な 寺 あこ = 

隊 9 - 高 = ノヽ 
吸 れ イジ ス ア ルフ そ な の メ Il 電 か ター ゲ ケット は 鈴 記 で NSX より 3 秒速 い マ シン 
気 だ を ナチ 車 ク ド 和 の と ど と イボ 光ら 
方 " 架 ル 両 ス 製 ン 前 デ ホ ン ン 志 施 
式 工 装 の の ルキ ギ キト 後 イ イモ コ 行 
* ン す A イ 形 ヤ に に メ | ノ ン で の ム の 
シ ジ る ピ メ 式 ボ は パン ルコ ポ は 車 銅 管 ス ペー スフレ ー ム は 2007 年 まで の Z33 で 用 いら れ て いた 構造 。 SC430、 NSX 
リン と ララ | が ツ エ イン ベツ ッ ツジ は 車両 規則 で 定め られ た 鋼管 スペ ー ス フレ ー ム を 構築 し た うえ で 、 カ ー ボ ンコ ン ポ 
ン に い 1| ジ 義 ク ンプ ョ | クッ フ プ フ 固 ジッ ト 構 造 の 補強 を 加え 、 事 実 上 よ 、 下 の 図 で 言う ハイ ブリ ッ ド フレ ー ム を 実現 し て 
ダ つう と を 和 務 ス ジフ ンス の トレ 規 いた 。 GT-R 開 発 に あたっ て 開発 陣 は どの 構造 が もっ と も 有利 か を 検証 。 2009 年 車 
| い ー ル 残 付 を ン レ は や 使 に | 臣 両 規則 の 下 で は カー ボン を 使っ た モノ コッ ク フ レ ー ム が 最適 と 結論 を 出し た 。 従来 
数 て 制 | すけ 使 | 統 下 用 よ ム ムー の も の か ら 軽 量化 、 高 剛性 化 で きる こと も さる こと な が ら 、 製 作 工数 も 低減 で きた 
9 た と リ ム 人 に 通 と いう 。 鋼管 スペ ー ス フレ ー ム は 多数 の フレ ー ム を 溶接 し て 組み 立て る が 、 そ の 精 
、 は 限 フ た ら っ リ レ を る に 度 を 確保 する の が 非常 に 難し い 。 そ の 点 、 カ ー ボ ンコ ン ポ ジッ トモ ノコ ッ ク は 、 素 
ボ を め れ た ヤ を と ツン ツ 許 独 関 称 材 が 高価 で 、 製 作 に 特殊 な ノウ ハウ は 必要 と な る が 、 精 度 の 確保 は 比較 的 容易 だ 。 


ヨッ クア レー が ハイ ブリ ッ ド フレ ー ム 鋼管 スペ パー スフレ ー ム 


へ UUT ロロ 七 “ 


/ 


て で ペルー NTNI S7A ロ CCT 7U『 
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ト xK て ロー いぬ 4m 全 相 2J′ 理性 
舞 3 細 で 出来 坦 17 hJh ト JapFJ) で し ュ ) 
や 本 SS 会 刺し G 赴 中 8? 

意 淫 せ 国 SeJG 6 届 名 民 吉 8 
で ロケテ ャ ヘ ヘ ホー へ 心 ー 映 由 吾 
( ロ ヒ 受 ) し 郁 揚 xy で し っ で 躍 HK 
ィ 直 避 肖 眉 衣 つ SpG38AOQ? 政 選 
GKー ミ ニー の ヒ リ jp で Ss 会 Ne 政 咽 へ 
ミー ハー 公 FJG っ ) 宙 0 6 し 
SN6? 

JJ つや 人 JJJp 玖 で” 台 品 肝 症 せき @ 

ま 9 


員 候 剖 雪 ベ 挟 8 中 羽 さ ン SO で 丸 


亜 剖 鯉 車 せ 中 mn リ ンス 弄 肖 S く 交 


S で ^ | の FG 世 瑞 〇 刀 ペ ー ハ へ 心 
ドー| っ さい で S 公 。 抄 咽 困 へ モー を へ 
ィ て 6 失 交 ど を 幅 足 墜 人 3 ロロ パ ご" 
mhG 廿 や る 間 R (0CJ ン ロロ 局 将 に 固く 
ト 払 そそ) HANG 友 明 球 骨 型 人 
1 や 中 時 ぐ H 渋 ” 局 符 6 環 環 和 を 十 
臣 幸 だり 祥 r"" ふ で モル 條 へ 心 
S2J け 赤 ” 460 唱 則 旦 G 量 他 ン バ 
〇 如 鶴 くつ くさ 唄 さ し っ で で 


「 喘 雪 十 議 容 」@ 罰 更 4⑪ だ や 


@ 喝 G 赤 胃 や NN ミ ドー へ 介 へ 
KA か て 抽 揚 へ Tn 葉 MK 咽 
の oO さ の の 86 骨 忌 上 > 融 COMK 蝶 へ 
人 へ” 団 く 4m で や 尋 此 政局 蛋 短 つう 心 
民 け SN@? |[ 他 回 選 ・ 地 十 尺 避 G 日 へ 
込 へ 喝 提 紀和 セ t@ 上 L 潜 補 さ ペー ハ ハ 
ボー] せ 判 昧 品 け pp 人 誰 つ っ 伝 / で 
や て 箱 尺 う 藤和 へ 必 会 ベー ミー の ヒド 医 
っ ne@HAZAASN ド ポーz//THIN・ 日 公 北 
へ ( 孔 K 一 ミー トド ーz/HIN) し じゃ ゃ 地 


iQ っ J っ 上 次 玉 下 G 二 昌 会 仙 いい 忍 公 
4Q09 JJ いつ 8 日 へ 江上 朴 Ne 由 昌 
3 札 財 jp 埋 っ し ご" ベー ミー の ヒ 6 
地 癌 G ら っ 〇 Jp で で し っ te? 

NG ら 事 恨 ー 結 下層 さ piQ 会 如 
革 悪 泊 " 机 時 ヘーK へ Ji ト D ロー や や 
SG 公 中 へ 明 狼 Cr o 
ー - 選 G 咽 揚 局 G 尚 選 人 NKー ミ ー の ヒ 
SR く G ふ て へ 4 で や ^ 尊 凌 客 習 

H 公 つ 代 っ うっ) っ y 避 1 代 も へ G 宜 天 公 
<Q39 所 公 の ヒー 党 くき の 妹 ” 近 

記 4 


4 人 W47720/2/// 
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jCFHIIIKOH 


ウエ イト 増 の 


人 K ヽ し っ i@S NTJ し の ヒマ 否 経 吸 KR 
し ゃ しり 斑 WC し っ の 或 但 G 押 記 
韻 人 会 Q ぐ "昌代 お へ 般 殺 て 町 ふう ) 
K へ ぶ G 区 毅 GpJ′ @ 或 個 求 層 さ 
つ 妨 局 手 の つじ 詳 計 KO JO け S で で " 
ウト - し 届出 問い 公表 才 で 7 
2J で レレ ハハ りう he 全 表し 6 宮 更 
+6WG 提 会 親 並 @ 醒 品 如 嘩 出 押 ・ 
弄 態 4QHRGS 公 し 来 e で 8G 全 巳 時 
箇 GhJ ュ J? 司 結 台 槍 信 ぐ 乙 のぶ 倒 論 
る 舞 束 麹 *oWK つ 。 NG5 抽 疑 束 細 
っ Q で し っ "JIC し DP” の - 
r や 任 G さ ー ド 也 芽 ロ 明 人 虹 ント 
INN と し SNe7 fh ロー て (人 
ロー ャ キー 中 へり へ せ 団 十 候 還 じ し 
JpSC 8? ペー トイ て 編 陣 じ NG 
14 で Q 馬 玖 っ と の % 昌 芽 回 No 弄 *o 一 一 
の <6 埋 や 訴 は てく で の 褒 次 う 
レ し へ へ っ JSC 5 貴 南 品 ロ 8” 本 RG 
幅 愉 ベト ドーK@S 柚 へ 
ハー6xtoQSt6 軸 咽 二 の 則 人 つ 他 で ふ 
心 へ * 螺 川 字 り つじ し っ ポ 忠 で 園 6 し 束 
vp^ 倒さ SQQ 和 を お S 衣 但 呈 下 pho? 
つ 公 3 ら 蘭 修 G 下 中 せ 條 90 や 6 
G′ 墨 諾 東條 せ 半 で " 詳 十 つ 記 ン レ 
Jp し 選 っ うう うう っ 心 楽 選 や 抽 0 丸 JSC 
Nin つ 丸三 っ ヘー と ミ 立 し の 革 
中 林 絡 編 陸 けり 細 吟 つ や 8 の F - 選 ゼ ? 
貴 再 し 11 KGQAH 全 中 揚 訳 和 杜 明 ? 
未 誤 ペーK し ゃ 中 局 ベ て エンマ >ー 
ー の 受 〇 OF -  ( 忌 ヨ 回 NTS 
い ・ て こさ て HH) 全 悪 強 つ や "7 學 Q 話 
医 ゴ レ ゼ ′ 編隊 じ G 坦 時 紀 也 レ 6 
め G い nH マ て こく へ 人 選 掴 0Q け 〇 
ビー- せ | 凌 村 Sn] つつじ し 記 幸 立 
還 癌 全長 時 ” Sm 冊 せ 虹 qmー の の 
ママ ( 可 介 6 喘 軸 咽 ーー の の ら ぎ ぎし“ 
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ベー スエ ンジ ン こ そ Z33 と 同じ VK45DE 型 と な る 
が 、 中 身 は まっ た く の 別 物 と 言っ て いい 。 シャン 
ー 構 造 も 違う た め 、 マ ウン ト 方 式 も 異な っ て いる 。 
マウ ント 部 は 6 カ所 と な る が 、 基 本 的 に は ロッ カ 
ー カ バー と オイ ルパン の それ ぞ れ 2 カ所 、 4 点 で 
の マウ ント に 近い 構造 な っ て いた と いう 。 


5.5Z7 


4W4 の 77227/ 


4000 5000 6000 7000 


エン ジン 回 転 数 (rpm) 


中 回 転 域 で の モア パワ ー を 重視 


(2007 年 まで の ) Z33 が 搭載 し て いた 第 1 世代 の VK45DE 
と 、2008 年 の GT-R が 搭載 し た 第 2 世代 の VK45DE の 出力 


特性 の イメ ー ジ 図 。 ス ー パ ーGT の 場合 、 競 技 規則 に よっ て R 獲 30 ト っ 調 ト 車 
リス トリ クタ ー 径 が 変動 し 、 そ れ に 伴い 出力 は 数 馬力 単位 、 但 % べ の な た 2 和 
回 転 レ ンジ は 数 百 回 転 レベ ル で 変わ る の で 単純 な 比較 は で き と 命 な デ こ を 人 る 1 
な い が 、 第 1 世代 と 第 2 世代 の 違い の イメ ー ジ と し て 見 て い し 題 ど と の 積 | 2 
た だ きた い 。 第 2 世代 は 中 回 転 域 で 大 幅 に 、 ピ ー ク パワ ー に て を で 2 後 ん で 0O 
関し て は 「1 一 2%] 程度 、 第 1 世代 を 上 回 っ て いる こと が も 還 上 上 2 NN 2 
見 て と れる 。 な お 、 高 速 回 転 域 (グラ フ 最 右端 ) で は 最終 的 ネ ク ん の 呈 う イタ 
に 第 1 世代 を わずか に 下回っ て いる 。 も ちろ ん 、 両 立 す る の 9 リリ だ 特 車 た ト 超 
が 理想 的 で は ある が 、 限 界 の チュ ー ニ ング の な か で それ を 成 戦 ア が 別 は が ハ え 
し 遂げ る の は 難し い 。GT で は 中 回 転 域 で エン ジン を 使う 時 上 上 人 還 岡 凶 
間 が 長い と いう 分 析 の も と 、 決 め ら れ た 特性 で ある 。 騰 ? イ 調 の 山 相 ん 
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中 低速 域 で 約 59% の 出力 アッ プ 


(に 


扱い や すさ が 数 字 以 上 の 武 稚 ( 


エ N ロ 知 ち 求 選 つじ 絶 紋 で し っ ぷ ? 


ト J ト J し や 陳 四 "NG リーK ぐ 公選 
| 濁 Q 者 |) で ざ 迄 | 区 一 者 字 」 
っ JR む Sn 会 交 Q 拓 しゃ で っ や 
ジン 坦 押 Yo で 妨 攻 せ 革 軸 麹 て さい G ト S 
hcC 7 区 一 示せ を 針 リ ロー ヤー 
2JNJNQJpSO 8 の っ 心 会 態 者 し 
る 喘 他 五 Rm 符 6 十 醒 玩 旨 思っ 007 
NTJJ 団 Ne 画 呈 いさ へ 人 私? 革 
軸 両 向 じ (oO 本棚 GR トト N 旭 期 窒 
つっ) っ 全 回 風向 必 せ キーーQNSS 
明 人 SG Q の っ 心 例 2IN そ てく ー6 戻 
っ 役人 や 旭 和 h マ ー 和 へ や で 本 ン 普 押 
0 で し っ 5 の と ー 人 GSIihh も Go 
の の C 回 回 握 ぐ “王座 、 全 NG 身 愉 
JJ 中 し っ っ や OO? 醒 挫 審 唆 に GGQ 
躍 避 き に て いふ ーKHO そ や ン つ 
で で SQ 和 。 翼 や で に て いふ ふ ー 
*YK ロ 4mG や 尋 ト 伏 そく 了 て 史 惑 つ 早 
つ S 公 QG 毅 っ 0 刀 の っ 心 会 NOS 
し ゃ Q 者 ピ や G> マ と ぎ ロ 剛 匠 尽 G ふ 
ー よ て 308 で 公選 で 還っ っ ) 下 
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> CFD で 圧力 分 布 を シミュレー ト 


空 カ デザ イン は 、 ま ず CAD (Computer-Aided Design) を 
用 いて コン ピュ ー タ 上 で 基本 形状 を 作り 、 風 洞 実 験 モデ ル 用 の 
カー ボン 製 25% モ デル を 製作 する 。 モ デル は 風洞 実験 に か け 
て デー タ を 収集 。 そ の 過程 で は クレ イ が 盛り 直す な どの 試行 錯 
誤 が 続く 。 デ ー タ が ある 程度 集まっ た ら 、 コ ンピュータ 上 で の 
シン シミュレーション 、 い わ ゆ る CFD (Computational Fluid 


Dynamics の 略 。 数 値 流体 力学 ) に よる 解析 も 並行 し て 進め る 。 
22 人 NO 上 まり 0 2 ョ レト これ だ たこ ク の 還 の ドリ (の 
圧力 分 布 。 色 の 濃い 部 分 で 圧力 が 高く 、 色 の 薄い 部 分 で 圧力 が 
低い 。 言 い 換 える と 、 濃 い 部 分 の 流速 は 低く 、 薄 い 部 分 の 流速 
は 高い 。 ラ ジ エ タ ー グ リル 前 面 は 高圧 に な っ て お り 、 冷 却 気 が 
内 部 へ 多く 押し 込ま れ て いる こと 、 リ ヤ ウ イ ング の 下面 の 流速 
が 高く 、 ダ ウン フォ ー ス が 発生 し て いる こと な ど が 分 か る 。 


4 香り 22/27/ 


に 


4W47720/2/】 


写真 の フェ ンダ ー は 2008 年 富士 仕様 の バン 
証 較 パー アタ ッ チ メン ト を 装着 。 バン パー か ら フ 
語 言 エン ダー へ の 空気 の 流れ を 整え 、Cd 値 を 減ら 
- 坪 - べ し て いる 。 ボ ン ネ ッ ト フ ー ド に 大 きく 開け ら 

れ た ダク ト は ラジ エタ ー グ リル か ら つ な が る 
部 分 。 こ こ を 通路 と する ほう が Cd 値 の 低減 と 
ダウ ン フ ォ ー ス の 増大 に 効果 が ある 。 フ ロン 
ト フ ェ ン ダー は 開幕 当初 、 平 面 だ っ た も の を 
途中 か ら ル ー バ ー 付 き へ と 変更 。 タ イヤ ハウ 
ス 内 の 排気 を 促進 させ る こと で Cd 値 の 低減 を 
実現 し た 。Z33 で も 採用 され て いた が 、 フ ロ 
ント フェ ンダ ー 後 ろ 側 の 高 さ を 調節 で きる よ 
うに な っ て いる の が この GT-R の 特徴 の ひと 
時 つ 。 リ ヤ フ ェ ンダ ー 下 部 も 芽 脱 可 能 で 、 こ れ 


と ら を セッ ティ ング する こと で ドラ イ バ ー や チ 
SO で 還 一 ム に 応じ た 前 後 バ ラン ス の 調整 が で きる よ 


ー Ni うに な っ て いた 。 サ イド スカ ー ト は フロ アヘ へ 
還 の 空気 の 流れ 込み を 防止 。 リ ヤ フ ェ ンダ ー に 


ey は リヤ ブレ ー キ 冷却 用 の ダク ト を 備え て いる 。 
ニン 5 ーー し ! 


人 AO02/8577 


AO02/8s77/ 
AO0gya577 


[リヤ は ウイ ング 、 フ ェ ン ダー、 デ ィ フ ュー ザー と パー ツ 単 体 で 考え る の で は な く 、 す べ て 
を 関連 させ て 空力 の 向上 を 図っ て いる 」| と 当時 の 開発 スタ ッ フ 。 リ ヤ ウ イ ング は 一 見 する 
と Z33 の も の と 大 きく 変わ ら な いよ うに 思え る が 、 車 体形 状 が 変わ れ ば ウイ ング に 当たる 
風 も 一 変 する 。 リ ヤ フ ェ ンダ ー や ディ フュ ー ザ ー と の 空力 特性 も 合わ せ て 見 直さ れ て いた 。 


| 左 の 写真 は フェ ンダ ー 下 部 を 取り 外し た ロー ダウ ン フ ォ ー ス 仕様 。 
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ワン メイ ク 供 給 に 物申す 

ハイ ブフ リッド こそ 競技 で 熟成 させ る べし 

今後 数 年 で 多く の シリ ー ズ が ワン メイ クハ イブ リッ ド を 採用 する 

も し 、 次 世代 の GT500 事 両 が ハイ ブリ ッ ド 化 さ れる 際 に は ほ 

その シス テム は 他 シ リー ズ と 同様 に ワン メイ ク と する べき な の だ ろう か ? 


山 @GXNS パ ョ クス (SaleolllI08) 
Translation : 神田 美穂 (Miho Kanda) 
Photo : LAT ノ Sutton ン BTCC/INDYCAR/Red Bul ノ TOYOTA 
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ーー 


QQ 並 還 の 忠 層 II 公選 
ユエ ふ ャ マキ てく へ へ ふ や や に ドロー 必 パ “ 
IJ で 146 で し 組 Q36 で 8fNTN つ 回 補 
shN@8 信 ロー へ mA へ 公 殖 YO で ho? 

ト JG ロ ロー ハレ | 表せ Oh 
へ りき ひし うっ じ 選 ー ふ ペー に ベネ モ 
ー ハ GM8 忠 局 し 入選 エビ - 会 コ ー 
て I ト SNU 王 中 "OxQ は Q 了 財 くう) 幅 
ゴ つ ^ 悪 誤 車 っ つ ロ 守 で ひし っ て? 

NG ドレ SOL 唱 常人 Q で で て 
^h 車 っ せ 咽 湊 調 叶わ か て 絡 問 
っ JC 8 ら 忠 局 ヤ エ IRI っ J 尼 搬 時 
公 皿 \@ 守 忠 何 キト IDS 必 会 トー 
RS イ 補選 や” ご 忠 ト IN 
環 敗 ” o<Q は 8 叫 過 じ 穫 レ ャ キー 
・ へ モ へ へ ふ ・ ペ ー へ へ 選 ・ や で KK・ 不 
ーh・ ト 玉 穫 と I1 ト へ G@ 忠 己 ト キロ 
IN いて 此 ぶ - 896 所 く " 

つ 公 つ 。 Q 代 証 N 遇 し 国選 
M 桂 忠 王 で り トイ て へ 巡 せ ご 貴司 トキ 
HIh 公 還る 林 装 け 閉 0 J で ロ く へ ・ 
トミ ・ 躍 へ 目 思 \@ ら 叩 局 FININ 
公 禁 押し 志 *o。 ホロ ドー し さ Q 
ぐ GG 普 志 QTG キ Rh せつ ・Q 訟 
けし 坊 せ 6NG" 

倒 刈 峰 悪 肥 東 団 い 必 N・ 末 本 
へ ハロ 肝 角 倒 職 , い ペー ド 疹 oo ら 
忠 局 ぐ 選 て ふ ャ で キ 公 還 らく へ ふ T ト J 
GSK ふ へ Ai ト さ て ロロ る で しら 忠 局 せ 愚 池 
3 志 NQ 公 悦 六 4mG 陽 室 p 求 じ レ つ 
90 7 

中 KG 必 て くさ 公 宮 換 つ 尋 ) う ) し 此 
けけ で 8 の 忠 局 トロ いせ トト へ ドー 
区 信 記さ く ド ー せ 会 の OO ト 皿 中 
て RT 中 H ドー 也 お " QOQー 革 
巧 拉 衝 G や て ホー ロ ? へ 選 色 忌 求 じ 
路 草 も NeK ト HINTNINN と SQ やり 
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GTLM ク ラス 優勝 の 3 号 
車 コ ル ベ ッ ト だ が 、 レ ー 
ス 中 に ガル シア が 新型 コ 
ロナ ウイ ルス に 感染 し て 
いた こと が 発覚 。 残り の 
時 間 を テイ ラー と キャ ッ 
ツバ ー グ の ふた り の み で 
走り 切ら な けれ ば な ら な 


| デイ トナ 24 時 間 3 連 芋 は 
か な わな か っ た 可 夢 偉 だ が 、 
担当 し た ステ ィ ン ト で は 勝 
負 強 さ を 遺 翌 な く 発揮 。 ハ 
』 イラ イト は 最初 の ステ ィ ン 
ト で 、2 番 手 に つけ て いた 
01 号車 キャ デラ ッ ク に 18 
秒 の 差 を つけ る 快走 を 披露 
し た 。 


を で ト 0 ム ニ ・| ル の ナ 組 ル ン レ だ デ 位 後 げ ッ 可 で ツ 3 | 成 | す 0518 
届 C 陣 1 H 最 ツガ ・ ベ デ ウ ま ~- ジ ンカ EE ヒザ L で 人 2 ク 夢 スカ 番 ・01 し レシ と に 年 
け 8 営 7 [ 大 キル コッ イン た が エ カ O7r イ M チ れ 番 は 偉 ト | 手 テ 号 た ン と デ に 
て 型 は 年 L の | シル トト ス 優 ル イ ・ ョ ン P ェ エ 替 手 こ が レ ま か イ 車 " グ も イデ 
My 当 以 の ラ ・ ア ベベ ・ ナ は さ 今 勝 プ ル ギ モ し 2 ッ わ に の ド | で ら ン キ は に ト ヒ 
る ル ワ 来 デイ キン アッ レ ウ れ 季 "ポポ ・ ブ プ 1 た ク カ る " 機 ラ ト 残 2 ク ャ デ ナ ュ 
ベン の イ バ ャ ヤジ ト 「| イ た 限 | テ ソ タリ ラ | こ 両 を イ で り 番 ネ デ 5 で 
ツ * 介 ト ルツ 当 6G シナ G リ ル イン | バス フ と 車 逃 づ 突 5 手 ル ラ ト エ の し 
トッ ツ 勝 ナ と バ |1g ン | T で  ・ リ スス スリ で ラ な の さす 時 分 に 駆 ツ ッ ナイ 初 た 
に | を 3 な | ダー グ と L の ルド ポ | は ッ く ポポ ずる 失 と 浮 る ク 24 ン 総 ア 
デ ・ 掴 連 っ グン PH の な M ク | アワ | を 6 グ ジ ボ ポ 48 速い 上 55 の 時 ・ 合 キ 
イフ ん 革 た 組 ・ 二 3 っ クラ ブラ イツ 採 歳 を そ ン ンジ ン 号 し うし 号 脱 間 テ 優 ュ 
トイ だ を B テア 号 た ラス ・ イ ト の 用 の 受 の ョ ン 車 て タ た 車 湾 3 イ 勝 ラ 
ナニ コ 阻 M だ イン 車 の ス 消 シン ア ・18 し 男 け ま ン ヨ キ し レ し レイ が マ 後 連 ラ を A 
初 ツ ル 止 W “" ラ トン は で 減 ャ ン メ 号 て の て ま は ン ャ ヤ ま ミ ツ 朝 | も R 
勝 シベ し チ | ニ ボ 最 が タ ・ リ 車 挑 子 い の そ を デ う ンチ ダ ハ を ・ た X 
利 ユ ッ 2 | ノノ オ レコ 後 ア ンダ マオ ん が る 順 の 上 ラ ?" グ ェ が リ 達し レ ら ・ 
2021 年 デイ トナ 24 時 間 クラ ス 別 リ ザル ト :tsa お 

' アキ ュ ラ が 2023 年 か ら の 
EEE 拉 LMDh 参 戦 を 正式 に 表明 

oS. No. Driver Car Lap 

1 10 R.Taylor/F.AIDuquerque/A.Rossi/H.Castroneves Acura DPi 807 手 有 

J.Johnson/K.Kobayashi/S.P d/M. IMSA ウェザー テ ッ ク ・ ス ポー ツ カ ー 選 手 権 の DPIi ク ラス 
に に YIOINIIMIIIIII 放 Ii に 参戦 する アキ ュ ラ は 1 月 26 日 、2023 年 か ら ル ・ マ ン ・ 

3 55  O.Jarvis/H.Tincknell/J.Bomarito Mazda DFi 807 デイ トナ ・ ハ イブ リッ ド 規定 (LMDh) の 車両 で トッ プレ ベ 
LMP2 Class ル の プロ ト タ イ プ ・ カ テ ゴ リ ー へ 参戦 する こと を 表明 し た 。 
Pos. No. Driver Car Lap 稼 回 の 発 表 峰 W 上 OGK 2 UN ドク ラク ララ ラン 

1 18 D.Merriman/K.Tilley/R.Dalziel/P-L.Chatin ORECA LMP2 07 787 ド で 総合 憂 勝 を 競う 可能 性 の 扉 を 開く も の だ が 、 声明 で は 

2 8 J.Frano/G.Aubry/T.Buret/M.Vaxiviere ORECA LMP2 07 787 ! 9 年 以来 トッ フカ テ ゴ リ ー で レー スズ を し て いる IMSA に つい 

て の み 言 及 さ れ て いる 。 

3 82 E.Lux/D.DeFrancesco/F.Schiller/C.Mies ORECA LMP2 07 783 アキ ュ ラ は 利用 可能 な 4 つの LMP2 シ ャ シー の う 2 どの 
LMP3 Class メー カー の も の を 使用 する の か を 確約 し て いな い 。 ま た 、 ど 
Pos. No. Driver Car Lap の チー ム が LMDh 規 定 の も と で 参戦 する か も 明らか に な っ て 

1 74  G.HRobinson/S.Pigot/S.Andrews/O.Askew Ligier JS P320 757 いな い 。 

2 33  LWillsey/J.Barbosa/W.Boyd/Y.Clairay Ligier JS P320 754 オレ カベ ペー ス の アキ ュ ラ ARX-05 は 、 昨年 ま CeemA 1 

3 6 M.K /M.L ts/K.Koch/S.McAl D ine D08 750 コス クン の asoev02 バ 2 ンー 

.Kranz/M.Laurents/K.Koch/S.McAleer udueine ば ウキ イン ・ テ イラ ー。。 レ ー シ ン グ と マイ ヤー・ シ ャ ンク 
GTLM Class ・ レ ー シ ン グ が その 役割 を 引き 継い で いる 。 

Pos. No. Driver Car Lap 

1 3 A.Garcia/J.Taylor/N.Catsburg Corvette C8.R 770 

2 4 T.MilIner/N.Tandy/A.Sims Corvette C8.R 770 

3 24 J.Edwards/J.Krohn/A.Faufus/M.Wittmann BMW M8 GTE 769 
GTD Class 
Pos. No. Driver Car Lap 

1 57 R.Ward/P.EIlis/I.Dontje/M.Engel Mercedes-AMG GT3 745 

2 75 K.Habul/R.Marciello/M.Grenier/L.Stolz Mercedes-AMG GT3 745 

3 1 B.Sellers/M.Snow/C.Lewis/A.Caldarelli Lamborghini Huracan GT3 745 
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こい 1 トミ 倒し ロミ や うき) や ぶ 和 へ N 届 束ね 中 さか て トマ エロ ロペ や 1 稔 絡 つ レ っ さい お へ ぶ ー・ ト ミ 球 
NN っ J 思 。 QOQー 弓 全 人 Q@ 〇 ヒ O の 下 へ っ J” 所 将 に 虹 醒 つ し っ S 目 代 心 ・ 芝 キ 


性 を AI 本 Y* トミ へ 友 ー し 性 で で Ne て ーー 和 ヘ ・ ヘ ホー へ ハ 心 ボー 映 AI ト て 会 潤 INh そ Th か NO? 


る に メー ト っ 貴陽 (ロビ ヒ テ ) NHIhー す oooo ロ ヒ テテ し ゃ トト で m 有 テ 且 6 司 恒 史 
の マヒ ドー レロ ヒ 受 培 才 ぐ く の ヒ oOH 守 MS NZTN き RI トー ホー て つ ^ 講 選 シン G 記 JJ3D け レト 


PULLLLLLULLLLLLLLLLLLLLLLLMLMLMLMLL2SMLSSMLLLLLLLLLSLLLLLSSLLLLSSLLLLLESEELLLSSSLLLLLLLLL&ESSSLLLLELSLLLSSSSLLLLSSSLLLSLSSSLSSSSLLLSS2LLLSSS 


Text : autosport webD Photo : Red Bull 


トミ トト ふつ 下 届 一 旬間 つつ 維 角 セ NG っ ) ャ ト K・ 昌 ふい K て ロー く GH 技 章 喧 xy 


シ 


ー 


唱 隊 つき N 和 を 生 さ RI トーG レ へ ハゼ 
さ ト ささ ・ ロ ー へ へ 公称 INTm つ "トミ ト 
ト 必 必 へ RI トー レル ハハ や 苦 弓 放 レヒ ー 


只 さ か 生 人 か ミ さ 8 Q 財 6G ロ ヒラ ロ 臣 お 
ら ヒ の ドー ペーKG て か トーマス し 3SNQ 
ロミ や ミー ホー ロ 時 NNohJJ ロ 
代 で 8? 親 連 ロロ さや 公判 連 せ G 〇 


いさ 5 

さり S ヒド ボー ユー ベベ K し 相 Q 〇 や NeINHIN 一 ざす oO 
あま oO の 〇 ヒ H 民 会 志 時 も で NOTJ っ JJN0" 
さい 中 SQ 時 ロー マズ Lo 紀 ひ や ロー へ へ や / 
も 「 の ヒュ ユー ド K 半 り で し 央 つっ 明 結 り 
1 RA 。 tee? 判 昧 へ くさ G 和 IN てく ミー っ 骨 "Ste 
の の JJJSSN0 つ "さや へい KG や で 心 各 咽 中 
SH 半 人 ホー スペ ャ ンー つう ) 店 etJ) け st J ン 慌 
あお 幼 つ し っ Net6| AM る 2 舞 和 想 公 つつ 

さっ で ロト レル ヤレ 


ロビ テ 蛋 絡 G ト ミ させ | ド 
弓 SN0 て トマ ベー)H お マト で へ 心 
ペー ド 公 吐 配 や で Ne 剛 明 人 Q つ うっ ハ ユー に ド “ 
ご 革 ロ ポー て ベー・m エ ロロ 〇 て ハ 心 
と In て ー ト ロー ビー 取手 つつ 刀 3 っ JO デー 
回 選 呈 咽 忠 で G さ ペー へ へ 愉 ド ー リ ロロ 骨 で 
刀 や で 50/ 利和 へ へ 心 さ ヘー ふ ー ュ J3 
K% ン 本 SNet6? へい ドーK や 窒 
Neo つ ^ ふ ャ や 半 ) い 7 明 で NoG け 花 還 や 
公 公 Ne っ J 還 On い 古 5)” 概 つ っ うさ ペー ド ベ ぐ 6 京 
各 束 つ ま ロ つ し っ 6 パ | う ) 坦 MK 届 5? 

や つじ しく 結い ドーz// TIN 山 槍 話 公 科 
むい レス っ te ヤキ Ai ト で て で) トミ っ) ハ 
HKhN9@ 公選 0 レー て TNG@TJ っ J 守 
NG” ヤセ モエ へ 全て ば や 財 G ロ ヒ テ 隊 の 角 
^ 必 へ く で くり まく て 絡 美 つ 記 こい お に く 
コー 〇 の の ご ド 芋 路 つ し っ t@ 全 J ユ ー 
K し ゃ 6 つ っ 明仁 つつ し で NG バ ユ 
ぐ へ 鶴 、 員 つ 刀 うっ JFJTQGSAQOO" 


Photo : Ferrari ノ XPB 
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FDA 離 脱 の ジュ リア ー ノ ・ ア レジ が 
GT と SFL に 来 日 参戦 


日 本 で 踏み 出す 
[重要 な ステ ッ プ 」 


Text : autOSDOrt web 
1 月 25 日 の フィ オラ ノ で 初め て F1 中 
を ドラ イブ し た ジュ リア ー ノ は 、 こ ご 
の テス ト [走行 を 最後 に FDA の 活動 を “ 
終了 。 日 本 で の レー ス 活 動 を 決断 し 
た ジュ リア ー ノ に 対し 「 ト ム ス が 私 
の 息子 を 受け 入れ て くれ た こと を と 上 
て も 誇り に 思う 。 彼 ら と 良い 物語 を 


始め られ る こと を 願っ て いる | と ジ 
ヤ ン は 語っ 7 


ぐる ユリ アー ノ ・ ア レジ が フェ ラー リ の 若手 
ライ バー 育成 プロ グラ ム 『 フ ェ ラ ー リ ・ ド 

ライ バー・ ア カ デ ミ ー」 (FDA) で の 最後 の 活動 
と し て F1 マシ ン を 初 ド ライ ブ し 、 そ の 場面 を 父 
親 で 元 F1 ド ライ バー の ジャ ン ・ ア レジ が 見 守っ た 
フェ ラー リ は 1 月 25 日 一 29 日 、 フ ィ オ ラノ に 

お いて 5 日 間 の テス ト を 実施 。2018 年 型 
SF71H で 7 人 の ドラ イ バ ー を 走ら せ た 。 初日 1 


月 25 日 の 朝 、 ジ ュ リ アー ノ は 自身 に と っ て 初め 
て と な る F1 で の 走行 を 行なっ た あと 、FDA に 別 
れ を 告げ た 。2016 年 に FDA に 加入 し 、2019 年 


か ら 2 年 間 FIA F2 に 参戦 し た ジュ リア ー ノ だ が 、 


思う よう な 成績 を 残せ な か っ た 。 


ジュ リア ー ノ が テス ト を 行なっ た フィ オラ ノ は 、 


ジャ ン が 約 30 年 前 に スク ー デ リア で の 初 テ スト 
を 行なっ た 場所 だ っ た 。 


[ひと り で コー ス 脇 に 立っ て 息子 の 走り を 見 て い 
た 。 彼 が フェ ラー リ で 走る 姿 を 見 る の は 喜び だ っ 
た 。 いつ まで も この シー ン を 忘れ る こと は な い だ 
の う | と ツ ャ ン は 語っ た 。 

な お 、 ジ ュ リ アー ノ は 2021 年 の スー パー フォ 
ー ミ ュ ラ ・ ラ イツ で トム ス か ら 参 戦 す る ほか 、 ス 
ー パ ーGT GT300 ク ラス の 35 号 車 チ ー ム ・ タ イ 
ラン ド に 加入 する 予定 と な っ て いる 。 


| | F2 や F3 の 老舗 カン ポス ・ レ ー シ ン グ に 計 報 
師 "アロ ン ツ ジェネ 6 の 育て の 親 " 


則 エイ ドリ アン ・ カ ン ポ ス 氏 が 近 去 
呈 ー」 Text : autOSDOrt web 


月 28 日 ( 木 )、 カ ン ポ ス ・ レ ー シ 


ング は 、 チ ー ム の SNS を 通じ て 、 


代表 取締 役 で あり チー ム 創 設 者 の エイ ド 
2 の 220 の 0 ルン ント くり NB の NGK 
sl 

元 レ ー シ ン グ ド ラ イ バ ー で ある カン ポ 
ス は 、1987 一 88 年 に ミナ ルディ から 
F1 に 参戦 し た が 、 信 頼 性 の 低い エン ジ 
ン に 苦戦 し 、 完 走 は わずか 2 回 と 厳し い 
キャ リア を 過ごし た 。 ま た 88 年 シー ズ 
ン 途中 で は ピエ ルル イジ ・ マ ル テ ィ ニ と 
CeSR2W 5 GU 

その 後 カ ン ポ ボス は ドライバー 引退 後に 
カン ボ ポス ・ レ ー シ ン グ を 創設 。1998 年 
に は オー プン ・ フ ォ ー チ ュ ナ ・ バ イ ・ ニ 
ッ サ ン で マル ク ・ ン ジェ ネ を 、 翌 99 年 に 
は フェ ルナ ンド ・ ア ロン ソ を 起用 。 両者 
と も に タイ トル を 獲得 し た 。 な お アロ ン 
ソ は 、 そ の 後 カ ン ポ ス と 同じ く ミ ナル デ 


人 の OR に ER 計 / 

カン ポス ・ レ ー シ ン グ は 、 現 在 FIA 
F2、FIA F3 な ど に 参戦 し て いる 。 ジェ 
ネ や アロ ン ソ を は じ め 、 こ れ ま で 数 多く 
の ドラ イ バ ー が カン ポス で レー ス を 戦っ 
て お り 、 日 本 人 で は 佐藤 公 哉 (GP2 
2014 年 )、 佐 藤 万 璃 音 (FIA-F2 ン 
2019 年 ) な ど が 在籍 。 ま た 全日 本 スー 
パー フォ ー ミ ュ ラ 選手 権 で も 活躍 し た ア 
レッ クス ・ パ ロウ も 、 カ ン ポ ス か ら ユ ー 
ロフ ォ ー ミ ュ ラ ・ オ ー プ ン 選 手 権 や 
GP3、F2 に 出場 し た 。 

チー ム の 公式 ツイ ッ タ ー で は 、 以 下 の 
の Ui 小 人 る 5 

[今日 は カン ポス ・ レ ー シ ン グ の 歴史 に 
お いて 、 も っ と も 悲し い 日 だ 。 彼 の 心臓 
は 鼓動 を 止め た が 、 彼 の 記憶 は 、 彼 の 遺 
産 を 引き 継い で 我々 が 戦い 続け る た め の 
エン ジン と な る 。 安らか に ] 


突発 性 の 冠動脈 疾患 に より 、60 歳 の 若 さ で この 世 を 去っ た カン ポス 。 スペ イン を 代 
表す る 名 門 チ ー ム 創設 者 の 突然 の 計 報 に に 、 ス ペイ ン と イタ リア の 関係 者 か ら 追 悼 の 
メッ セー ジ が 相次い だ 。 
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| スー パー 耐久 シリ ー ズ 2021」 開催 スケ ジュ ー ル 


KN 
Round Date Circuit RaceTime 更 
公式 テス ト ① 2 月 27 日 富士 スピ ー ド ウェ イ 調整 中 (夜間 走行 あり ) さ 
れ 
1 3 月 20 て 21 日 ツイ ン リ ンク も て ぎ 5 時 間 る 
場 
2 4 月 17 て 18 日 スポ ー ツ ラン ド SUGO 3 時 間 X2 レ ー ス 1 
が 
公式 テス ト ②⑫ 4 月 28 日 富士 スピ ー ド ウェ イ 調整 中 (夜間 走行 あり ) あ 
る 
3 5 月 21 一 23 日 富士 スピ ー ド ウェ イ 24 時 間 Oo 

4 7 月 31 一 月 1 日 オー ト ポ リ ス 5 時 間 

5 9 月 18 一 19 日 鈴鹿 サー キッ ト 5 時 間 

6 11 月 13ー14 日 岡山 国際 サー キッ ト 3 時 間 x2 レ ー ス 
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ルイ ス バス コ ン セ ロス @ Luis Vasconcelos 
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追悼 エイ ドリ アン ・ カ ン ボ ポス 


Translation : 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 
Photo : Sutton 


スペ イン の 偉人 に 惜しみ な い 濾 傘 を 


チー ム オ ー ナ ー と し て 多く の 若手 の キャ リア を 支え た 
エイ ドリ アン ・ カ ン ポ ス が 2021 年 1 月 、 この 世 を 去っ た 


今回 は スペ イン 人 と し て 初め て F1 フ ル 参 戦 を 果たし た 男 の 足 跡 を 振り 返る 


工 イド リア ン ・ カ ン ポ ス と いう 名 前 を 聞い 
て も 、 普 通 の F1 ファ ン 、 と くに 若い 人 
は ピン と 来 な いか も し れ な い 。 

F1 の 歴史 と いう 大 き な 視 点 か ら 言 えば 、 こ 
の | 病 な スペ イン 人 は スポ ン サ ー の 資金 で 小 規 
模 チ ー ム の シー ト を 得 た 、 あ まり 目立た な い ド 
ライ バー の ひと り に すぎ な い 。 ま た 、 現 役 引退 
後 は 1992 年 の ブラ ボー・ プ ロジ ェクト 、 そ の 
17 年 後 の カ ン ポ ス ・ メ タ 1 、 そ し て 一 昨年 か 
ら 動き 始め て いた カン ポス ・ グ ラン プリ と 、3 
度 に わた っ て 自身 の F1 チー ム 設 立 を 試み た が 、 
いずれ も 実現 に は 至ら な か っ た 。 

だ が 、 そ の 足跡 を も う 少し 詳し く 調 べ て みれ 
ば 、 ス ペイ ン が F1 に と っ て 重要 な 国 の ひと つ 
に な っ た の も 、 カ ン ポ ス の 尽力 に よる と ころ が 
大 きか っ た こと が 分 か る だ ろう 。 実際 、 フェ ル 
ナン ド ・ ア ロン ソ が カー ト を 卒業 し て 、4 輪 レ 
ー ス に 転向 する た め の 資 金 を 彼 が 工面 し て いな 
けれ ば 、 ア ロン ソ が F1 世界 王者 に まで 昇り 詰 
め る こと も な か っ た の だ 。 

カン ポス は 、 ス ペイ ン 人 と し て は 初め て 、 
F1 で フル シー ズン を 戦っ た ドラ イ バ ー だ っ た 。 
86 年 に スペ イン GP が カレ ンダ ー に 復活 し た こ 
と も 追い 風 に な り 、 彼 は 87 年 に ミナ ルディ で 
レー ス を する 契約 を 交わ し 、 大 い に メ ディ ア の 
注目 を 集め た 。 た だ 、 ド ライ バー と し て の 才能 
は 凡 証 だ っ た と 言わ も ざる を 得 ず 、 そ れ は 自ら 認 
め る と ころ で も あっ た 。 し か し 、 現 役 生活 を 終 
えた 後に カン ポス が 立ち 上 げた チー ム は 、 ス ペ 
イン の モー ター レー シン グ 界 の 成長 に 大 きく 貢 
献 す る こと に な る 。 

カン ポス ・ レ ー シ ン グ は 、 オ ー プ ン ・ フ ォ ル 
チュ ナ by ニ ッ サ ン (の ち に フォ ー ミ ュ ラ ・ ル 
ノー3.5 と 改称 ) を シリ ー ス 創立 初 年 度 か ら 3 
連 芋 し 、98 年 の チャ ン ピ オ ン 、 マ ルク ・ ジ ェ 
ネ と 99 年 シー ズン を 制覇 し た アロ ン ソ を F1 へ 
送り 込ん だ の で ある 。 

ジェ ネ が 実家 の コネ を 頼っ て 、 自 分 で スポ ン 
サー を 見 つけ る こと が で きた の に 対し 、 ア ロン 
ソ は プロ の カー トド ライ バー に な ろう と 考え て 
いた 。 一 度 は シン グル シー ター に 乗っ て みた も 


の の 、 カ ー ト と 比べ る と は る か に 遅く て 反応 も 
鈍く 、 あ まり 好き に な れ な か っ た らし い 。 だ が 、 
そん な アロ ン ソ と 彼 の 父親 を 説得 し て 、4 輪 に 
ステ ッ プ アッ プ さ せ た の が カン ポス だ っ た 。 そ 

し て 、99 年 に アロ ン ソ を 自分 の チー ム で 走ら 
せる た め に 、 彼 は 自ら スポ ン サ ー を 求め て 駆け 
回 り 、 若 い ア ロン ソ を 1 年 間 自 宅 に 下宿 させ た 
り も し て いる 。 

夢 は 大 きい が 決し て 現実 を 見 失わ な か っ た カ 
ン ポ ス は 、 ア ロン ソ の よう な 才能 豊か な 若者 で 
も 、 自 分 ひと り の 力 で F1 まで 連れ て 行く の は 
難し いこ と を 承知 し て いた 。 ゆえに 、 彼 は アロ 
ン ソ が 正式 な マネ ー ジ ャ ー と じ て フ ラビ オ ・ ブ 
リア トー レ と 契約 する こと を 喜ん で 受け 入れ 、 
それ で も な お 、2001 年 に は アロ ン ソ を ミナ ル 
ディ に 乗せ る た め に 必要 な 資金 を 用 立て た 。 そ 
の 後 の ア ロン ソ の 活躍 は 、 こ こ で あら た め て 述 
べ る 必要 も な い だ ろ う 。 

日 本 で 頭角 を 現し 、 イ ン デ ィ カ ー で 成功 を 収 
め つ つ あ る アレ ックス ・ パ ロウ も 、 カ ン ポ ス に 
育て られ た ドラ イ バ ー だ 。 今年 も FIA F2、FIA 
F3 に エン トリ ー し て いる 彼 の チー ム は 、 プ レ 
マ や ART ほ どの 競争 力 は な いか も し れ な い が 、 


本 当 に 優れ た ドラ イ バ ー で あれ ば 天文 学 的 な 金 
額 を 持ち 込ま ず と も チー ム に 迎え られ 、 ス ポン 
サー 探し は 彼 が 肩代わり し て いた 。 で きる だ け 
いい 成績 を 挙げ る こと が 彼 の 目標 で あり 、 モ ー 
ター レー シン グ で 人 金儲け を する つも り は な か っ 
250 ひ だ 。 

カン ポス は レー ス に ひたすら 情熱 を 傾け 、 チ 
ー ム の 運営 資金 を 確保 し て 有望 な 若手 を ジュ ニ 
アフ ォ ー ミ ュ ラ で 走ら せる た め 、 休 む 間 も な く 
働き 続け た 。 パ ロウ の ほか に も 、 ジ ャ ッ ク ・ エ 
イト キン 、 ロ ベル ト ・ メ リ 、 ジ ョ ル ジ オ ・ パ ン 
ター ノ と いっ た ドラ イイ バー たち が 、 彼 の チー ム 
で チャ ンス を 与え られ て いる 。 だ が 、 い つか 
F1 に 参戦 する と いう 望み は 、 資 金 不足 や パー 
トナ ー の 裏切り に よっ て 頼 挫 し 、 彼 は その 夢 の 
実現 を 見 る こと な く 世 を 去っ た 。 

今後 、 ス ペイ ン 人 の 若手 が F1 、 ま た は モー 
ター レー シン グ の 他 の トッ プ カ テ ゴリ ー に デビ 
ュー する の を 目 に し た と き に は 、 ぜ ひ 思 い 出 し 
て ほし い 。35 年 ほど 前 に その 先駆 け と な り 、 


後進 の 育成 に お いて 素晴らし い 仕事 を し な が ら 、 


それ に 相応 し い 褒 賞 と は 無 緑 だ っ た 人 物 が いた 
ご と を 8 
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可 夢 偉 を 惹き つけ る 耐久 レー ス の “ 和 


2019-2020 シ ー プ ダン の WEC で ドラ イ バ ー チ ャ ン ピ オ ン と な っ た 小林 可 夢 偉 が 、 


人 2 

ジョ ン ・ オ レオ ビク ツ 

John Oreovicz 

イン ディ アナ ポリ ス 在 住 の ベテラン 記者 。 インディ 
カー は 20 年 以上 に わた り 取 材 し 続け て いる ほか 、 
NASCAR や ドラ ッ グ レー ス も カバ ー す る 。 


今年 も IMSA の デイ トナ 24 時 間 に 参 戦 


現在 も フォ ー ミ ュ ラ を ドラ イブ し 続け て いる 一 方 、 耐久 レー ス も 心底 楽し め て いる 理由 を レー ス 後 に 明か し た 


Translation : 新井 宣之 (Nobuyuki Arai) 
Photo : LAT 


IMSA ウェザー テッ ク ・ ス ポー ツ カ ー 選 手 権 
の 開幕 戦 デ イト ナ 24 時 間 で 、 小 林 可 夢 偉 は 大 
会 3 連 芋 に 5 秒 足り な か っ た 。 長い デイ トナ の 
歴史 に お いて 、 3 年 連続 で 優勝 し た ドラ イ バ ー 
は いな い 。 今年 の 可 夢 偉 は 、2019、20 年 と ウ 
に 仙 之 21 生 2 = ニョ ンク 手 UVBRU 還 6 チ 
ー ム メイ ト と し て 戦っ た ラン ガー・ バ ン ・ デ ル 
・ ザ ン デ と と も に 、 偉 業 を 達成 する チャ ンス を 
手 に し て いた 。 

可 夢 偉 は 今年 の デイ トナ 24 時 間 に 向 け て 、 
キャ デラ ッ ク の DPi マ シン を 走ら せる アク ン ョ 
ン ・ エ クス プレ ス ・ レ ー シ ン グ に 加入 。 史 上 最 
多 タ イ 7 度 の NASCAR カ ッ プ シリ ー ズ 王者 ジ 
二ノ ョ シン ン ノン ョ 16 年 1 ンス の 厨 詩 者 シ と 
モン ・ パ ジェ ノー、 ス ポー ツ カ ー の 名 手 マ イク 
・ ロ ッ ケ ン フ ェ ラ ー と いう 豪華 な ライ ン ア ッ プ 
を 組ん で の 参戦 だ っ た 。 と いう の も 、 今 シー ズ 
ン か ら WTR は アキ ュ ラ の DPi を 走ら せる こと 
に な っ た た め 、WEC で トト ヨタ の ドラ イ バ ー を 
務め る 可 夢 偉 は 、 実 質 的 に 日 本 の ライ バル メー 
カー で ある アキ ュ ラ の ステ アリ ング を 握る こと 
人 は さり の 5 200 の リン ラリ ルレ に 
ン デ は 、 同 じ く キャ デラ ッ ク 陣 営 の チッ プ ・ ガ 
ナッ シ ・ レ ー シ ン グ に 移籍 し た 。 

レー ス 展 開 の 詳細 は 他 の ペー ジ に 譲る が 、 優 
勝 し た の は 上 度 肉 に も 、 可 夢 偉 ら が 離脱 し た 
WTR だ っ た 。 同 チー ム は リッ キー・ テ イラ ー 
と フェ リ ペ ・ ア ル バ カ ー キ の レギ ュ ラ ー に 、 エ 
リオ ・ カ スト ロ ネ ベ ス と アレ クサ ンダ ー・ ロ 
シン と いう 歴代 イン ディ 500 王 者 を 加え た 新 体制 
で 見 ご と 大 会 3 連覇 を 果たし た 。 

3 年 連続 の 優勝 を 逃し た 日 本 の エー ス ド ラ イ 
バー だ が 、IMSA の リラ ックス し た 究 囲 気 を 存 
分 選 栄 じん だ まう だ た 
[昨年 まで 2 年 連続 で 優勝 で きた の は 運 が あっ 
た か ら で す 。 耐久 レー ス は フォ ー マ ッ ト そ の も 
の が 僕 に と っ て すご く ク ー ル 。 運 が 要 る と きも 
あり ます が 、 長 く 過 酷 な レー ス の あい だ は 、 チ 


ー ム ワー ク 、 自 分 自身 と チー ム メ イト の スピ ー 
ド 、 そ し て 状況 を 常に 把握 する こと が 求め られ 
る か ら で す 。 それから 、F1 か ら 来 る ドラ イ バ 
ーー ラ ョ ニー バム ん イド トロ 5202 ん だ 衝 2 タ シッ レ 
ませ ん 引 詰 は レレ ま 9 が 、 目 分 が 何 を じい る か 

記 @00VKleEl EMISZZb ル し の し 。 ここ < 
も レー ス は し て いま す が 、 チ ー ム メイ ト 同 士 で 
戦っ て いる わけ で は な い 。 そ れこ そ が 僕 が 耐久 
レー ス を 楽し め て いる 要因 で す 」 

可 夢 偉 は さら に 、DPi 車 両 の ドラ イ ビ ン グ に 
も 言及 。DPi の 運転 は どちら か と 言え ば 、 ト ヨ 
タ の LMP1 マ シン より も 、 ス ー パ ー フ ォ ー ミ ュ 
3 叫 ) (の 227 し "の 


[WEC で は 1 周 あ た り の 燃料 使用 量 に 制限 が 


ある た め 、 ス トレ ー ト で は コー ナー 手前 で 常に 
燃料 が カッ ト さ れ て いま し た 。 特殊 な ドラ イ ビ 
ング が 必要 で 、 速 く 走 る た め に は マネ ジメント 
や マシ ン バ ラ ンス の 取り 方 を 学ば な けれ ば な り 
ませ ん で し た が 、 こ の 技術 は DPi に 活か せま し 
た 。IMSA の 24 時 間 レ ー ス で も マネ ジメント は 


し て いま す が 、 敵 料 は 手動 で 調節 し ます 。SF 
月 ラル ルク ルク OO 22 <r 
WEC と SF で 得 た 経験 は 、 ど ちら も DPi の ドラ 
イブ に 役立っ て いま すね 」 

IMSA で は 23 年 に 、 次 世代 トッ プ カ テ ゴリ ー 
で ある LMDh が 本 格 導 入 さ れる 。LMDh は 
IMSA の シリ ー ズ だ け で な く 、 ル ・ マ ン 24 時 間 
な ど WEC の レー ス に も 参戦 で きる 。 そ し て 多 
く の 人 と 同様 に 、WEC の 現役 王者 で ある 可 夢 
偉 も その と き を 待ち 望ん で いる 。 

[LMH と LMDh は 同じ 世 台 で し の ぎ を 削り 合 
うこ と に な り ま す 。 も ちろ ん 、BoP に より 同 
じ く らい の 速 さ に な る は ず で す が 、LMH に と 
っ て は いい 年 も あれ ば 、LMDh に と っ て いい 年 
iaNK 全 AG GSUUUEBCW Ia の UE2 志 』 肥 / 
ァ ク チャ ラー が スポ ー ツ カー レー ス へ の 復帰 に 
興味 を 示し て いる こと は 知っ て いま す 。 チ ャ ン 
回 才 ン ン ソン / は 成長 閥 くく IGG UI フレ 
IMSA を 見 れ ば 、 こ この チー ム が 年 を 据 う ご と 
に 注目 を 集め て いっ て いる こと が 分 か り ま すね ] 


L 


人 


新た な チー NIC トナ 24 時 間 3 連 主 を 目指 し た 可 夢 偉 。 終盤 に ピッ トス トッ プ を 余儀 な くさ れ た こと で 優勝 は 逃し た が 、 レ ー ス 後に 


[また ロレ ックス 24 で レー ス を する 機会 を 得 ら れ た だ け で も 素晴らし いこ と で すね | と コメ ント し た 。 
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大 串 信 


Makoto Ogushi 


みん な で 考え る 明日 の モー ヨー スポ ポーツ | 旧 


本 山 の 現 役 復帰 に 思う "循環 "の 重要 性 


= の 原稿 を 書い て いる 時 点 で 、 新 型 コ 
一 ロナ ウイ ルス 感染 拡大 に と も な う 2 
度目 の 緊急 事態 宣言 は 、 当 初 予定 の 2 月 7 
日 で 解除 され る こと な くさ ら に 延長 され る 
seye よ うだ 。 果たし て 、 国 肉 赴 言 
ター スポ ー ツ の 開幕 は ば うな る こと か と 気 
を 揉ん で いる 。 

そん な な か 、 う れ し い 情報 が も た ら さ れ 
た 。 本山 哲 が 今季 の スー パーGT に レギ ュ 
ラー と し て 参戦 し 国内 トッ プ カ テ ゴリ ー へ 
の 復帰 を 果たす と 言う の だ 。 

言う まで も な く 本 山 は 国内 の トッ プ ド ラ 
イ バ ー と し て 君臨 し た 選手 で ある 。 若い フ 
ァ ン は 本 山 の こ と を “ハコ 車 の 王者 "だ と 
届 ら 5 えて いる か も し れ な 県 が 、 元々 レー 
シン グ カ ー ト 育ち の 本 山 は 、 か つて は 間 違 
いな く F1 ド ライ バー 候補 だ っ た 。 結局 
2003 年 、 も は や 選手 と し て の ピー ク は 過 
ぎ よ うと いう 年 齢 に な っ て か ら テ スト ドラ 
イブ を し た だ け で F1 と の 関係 は 絶た れ た が 、 
環境 が 整い さえ し て いれ ば 充分 、F1 へ 進 
出し て それ な り の 結果 を 残せ た は ず だ と 思 
っ て いる 。 た また ま 昨 年 末 、 本 山 の 才能 
見 い だ し て ニス モ に 紹介 し 、 ト ッ プ 選手 へ 
と の し 上 が る きっ か け を 作っ た 鈴木 亜久里 
と 話 を し て いた ら | 本 山 は も っ と 高い 場所 
で 活躍 で きた は 芝 | と 言っ た も の だ っ た 。 

も ちろ ん て の 纏 も 、 フ ォ ー ミ ュ ラ ・ 三 ッ 
ポン で は ン リ 講評 チャ ン ピ オ ン と な っ て 
本 一 速い 男 蘭 由 な っ て いる し 、GT で も 王 
者 と し て 者 区 し た の は ご 存じ の と お り 。 僕 
の 記憶 と 記録 に 間違い が な けれ ば 、 フ ォ ー 
ミュ ラ ・ ニ ッ ポ ン で 歴代 最多 勝 記録 と 全日 
本 GT 選手 権 て スー パーGT で の 歴代 最多 騰 
記録 を 同時 に 持っ て いた の は 本 山 折 た だ ひ 
と リ 位 め る は ほ は ず だ 。 

それ だ け 国 内 レー ス 界 に 足跡 を 残し た 選 
手 な の に 、18 年 限り で GT500 を 降り 、 
19 年 初頭 に 同 ク ラス か ら の 引退 を 表明 し 
て か ら は 、 た し か に ニス モ の アド バイ ザー 
と し て サー キッ ト に は 姿 を 見 せ て は いた が 、 
急 に 存在 感 を 失っ た よう で 個人 的 に は どこ 


Photo : 三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 


か 物足りな か っ た 。 僕 と し て は 本 山 が 目標 
に し て きた は ず の 存在 、 た と えば 星野 一 義 
や 中 嶋 悟 亜久里 の よう な ポジ ショ ン を 受 
け 継 ぎ 、 国 内 レー ス 界 で 活躍 し 続け て ほし 
05 いた の だ 

[恩返し が 義務 だ | と 押し つけ る 気 は な い 
けれ ど 、 国 内 レー ス 界 に 育て られ 、 活 躍 し 
た 選手 は 、 現 役 を 終え た ら 今度 は 若い 選 
を 育て る 立場 で 活躍 し て ほし いと 思う 。 そ 
れ が 積み 重 な れ ば 、 国 内 レー ス 界 の 層 が 厚 
く な っ て 本 当 の 意味 で 栄え る は ず だ か ら だ 。 
国内 レー ス 界 に も よう や く 、 そ うい う あ る 
意味 「 才 能 の 循環 ] が 定着 し て きた よう に 
感じ る 。 

昨年 いっ ぱい で 石浦 宏明 が 国内 トッ プ フ 
ー ミ ュ ラ か ら の 引退 を 決め た と 聞い て 、 
まだ 引退 ほ 早 すぎ る と 思っ た けれ ど 、 思 い 
も か け な い 場所 で 石浦 は 目 分 に 続く 若い 選 
手 に チャ ンス を 与え る た め に 尽力 し て いる 
と 聞い て 、 そ の 姿勢 に 入 く と と も に うれ し 
さ を 覚 えた 。 ほ か に も さま ざま な か た ち で 
次 の 世代 へ の 循環 に 関わ っ て いる ベテラン 
た ちがい る こと を 知っ て いる 。 本山 ほど の 
大 選手 な ら ば 、 そ の 影響 は 計り し れ な い だ 
け に 、 | 現役 引退 後 は 何 を や っ て くれ る の 
か な あぁ 」| と 、 無 責任 に 期待 は 膨らん だ 。 
その 後 、 本 山 は スー パー 耐久 に 参戦 する 


な ど し 始 め た の で | まだ ホビ スム を 
続け る つも りな の か な あ | と は 思っ て いた 。 
と ころ が 昨年 末 に は フォ ー ミ ュ ラ ・ リ ー ジ 
紹 zeP( 軸 SI SRSDNGNIE お SS の 人 | 
か 動き が 妙 だ な 」 と 様子 を うか が っ て いた 
ら GT ヘ へ ヘレ ギュ ラー 参戦 だ と きた 。 

コロ ナ 褐 で 国内 レー ス 界 の 先 が 見 と お し 
に くく 、 例 年 の よう に 期待 感 を 抱え て 開幕 
を 待て な い 状 況 の な か 、 個 人 的 に は スタ ー 
選手 の 現役 復帰 は 大 歓迎 し た い 。 ま だ まだ 
何ら か の か た ち で 第 一 線 に 立っ て 戦い 、 レ 
ー ス を 眺め る 我々 を 楽し ませ て ほし い 。 

それ と 同時 に 、 本 山 は 日 本 の トッ プ に 君 
臨 し た 選手 で あり 、 若 い 選 手 の 目 標 に な る 
存在 で ある 。 ま だ この こと に 関し て 本 人 の 
話 を 聞い て は いな いけ れ ど 、 今 回 の 現役 復 
帰 は 、 走 り 続 ける 姿 を 見 せる こと で 自分 に 
続く 若い 選手 を 鼓 苑 する 「 本 山 な り の 循環 
促進 な の だ ろう な | と も 解釈 し た 。 本 来 な 
ら ば | チー ム を 率 MWIC オー ナー、 監 督 と し 
て トッ プ カ テ ゴリ ー へ 参戦 し た ら お も し ろ 
右上 IE 全 直志 うけ れ ど 、 近 ご ろ の 
レー ス 界 で チー ム を 運営 する の は 容易 で は 
な いか ら 無 理 は 言わ な い 。 コ ロナ 褐 を 跳ね 
返し て 今 シ ー ズ ン の GT が 無事 開幕 し 、 現 
役 に 復 帰し た 本 山 が レー ス を 盛り 上 げ て く 
れる こと を 祈る ば か り だ 。 
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前 号 に 間に合わ な か っ た こと 、 今 号 に 載せ きれ な か っ た こと 、 次 号 まで の 予定 まとめ 


1/25 [ mon ] 


F2 ザウ バー の サポ ー ト を 受け 、 


昨季 は ART か ら FIA F3 を 戦っ た テオ ・ 
プル シャ ワ が 昇格 し 、 同 チー ム か ら F2 
に 参戦 する こと が 明らか に 

王 記 ev 世 贈 ACO、2024 年 か ら ル ・ 
マン 24 時 間 レ ー ス に 導入 され る 予定 の 
水素 カテ ゴリ ー 用 シャ シー に つい て 、 レ 
ッ ド ブル ・ ア ド バ ン ス ド ・ テ クノ ロジ ー 
ズ と オレ カ が 共同 で 開発 する こと を 発表 
7 人 細 2021 年 4 月 に 開幕 が 予定 
され て いる 新た な 電動 オフ ロー ド 選 手 権 
の エク スト リー ム E に 、 元 F1 世界 チャ 
ン ピ オ ン の ジェ ン ソ ン ・ バ トン が 自身 の 
チー ム を 率い 、 オ ー ナ ー ド ライ バー と し 
て エン トリ ー す る こと が 明らか に 


1/26 tue1 

HINDYWM アン ドレ ッ テ ィ ・ オ ー ト 
スポ ー ト 、2020 年 シー プン は アロ ウ ・ 
マク ラー レン SP か ら ス ポッ ト 参 戦 し た 
ジェ ー ム ズ ・ ヒ ンチ クリ フ を フル タイ ム 
(GE 斉 | の 958 だ 
国 量 / ゴ e 全 識 アル ビー ヌ 、2021 年 シー 
ズン の ドラ イ バ ー ラ イン アッ プ を 発表 。 
アン ドレ ・ ネ グラ オ が 残留 し た ほか 、 新 
750 演 昭 ラー リル と マン ョ ーー ドル 
キシ ビエ ー ル が 加 人 人 し た こと が 明らか に 
画 い に 7 替 議 ウェ ザー テッ ク ・ ス ポー ツ 
カー 選手 権 の DPI ク ラス に 参戦 する アキ 
ュ ラ が 2023 年 か ら LMDh 規 定 の プロ ト 
クノ の カ 語 さ ン リョ ミス に 導 央 9 SE 
スー パー 耐久 機構 、 新 型 
コロ ナウ イル ス の 感染 拡大 の 状況 に より 
開催 中 止 と な っ た 第 6 戦 鈴 鹿 5 時 間 の 代 
替 大 会 の 開催 を 断念 し た と 発表 。 こ れ に 
より 最高 峰 ST-X ク ラス で は HIRIX 
GOOD DAY RACING AMG GT3 が シ 
リー ズ タ イ トル を 獲得 


1/27 wed 


画 人 ? 務 電 今季 か ら ウ ェ ザ ー テ ッ ク 
・ ス ポー ツ カ ー 選 手 権 の LMP3 ク ラス に 
参戦 する コア ・ オ ー ト スポ ー ツ の オー ナ 
二 2282000 タ ウン ョ カウ カン パャ ソト ド に 
2022 年 か ら の 導入 が 予定 され て いる 


LMDh 規 格 に つい て 「 仮 に 2023 年 以降 、 


ある 自動 車 メ ー カ ー の プロ ジェ クト が 登 
場 す る の で あれ ば LMDh に 参加 し た い ] 
ンド 

D'station Racing、2021 
年 の スー パー 耐久 シリ ー ズ の 参戦 体制 を 
発表 。 昨 シー ズン に 続き ST-X クラ ス に 
22 ンド 2 ニン ウシク ここ ン 
AMRIGT9 STIZ ク ラス に ウ ァ ン テ ョ 
ジ AMR GT4 を 投入 する 


1/28 [thu] 


F1 エミ リア ・ ロ マー ニャ 州 


知事 を 務め る ステ ファ ノ ・ ボ ナッ チー ニ 、 


4 月 1618 日 に イモ ラ で 開催 され る 第 
2 戦 の 正式 名 称 を 発表 。『 メ イド ・ イ ン 
・ イ タリ ア ・ ア ンド ・ エ ミリ ア ・ ロ マー 
ニャ GP」 と な っ た こと が 明らか に 

F1 マク ラー レン 、2021 年 シ 
ー ズ ン に 投入 する ニュ ー マ シ ン MCL35 
の 公開 日 時 を 日 本 時 間 の 2 月 15 日 午前 
4 時 と する と 発表 

F1 角田 裕 毅 が 1 月 27ー28 日 
の 2 日間 、 イ モラ で 2019 年 型 STR14 
を 使用 し た アル ファ タウ リ の プラ イベ ー 
ト テ スト に 参加 
遇 に 二 議 2022 年 シー ズン の ウェ ザ 


※ こ の ペー ジ の 情報 は 2 月 5 日 ( 金 ) 時 点 の も の で す 


ー テ ッ ク ・ ス ポー ツ カ ー 選 手 権 に 従来 の 
GTLM ク ラス に 変わ り GT デ イト ナ Pro 
クラ ス が 新た に 導入 され る こと が 明らか に 
古語 cn 環 識 チー ム ルマン 、2021 年 
の GT300 クラ ス ヘ アウ ディ R8 LMS を 
投入 し 参戦 する と 発表 。 ド ライ バー は 本 
山 哲 が 復帰 し 、 片 山 義 草 と コン ビ を 組む 
こと が 明らか に 
FE シリ ー ズ が 2020/21 年 シ 
ー ズ ン の 改定 版 ス ナジ ュー ル を 発表 。 第 4 戦 
と し て 4 月 24 日 に バレ ン シ ア E-Prix が 
新た に 開催 され る こと が 明らか に 
OTHER 元 F1 ド ライ バー で カン ポ 
ス ・ レ ー シ ン グ の チー ム 代 表 を 務め た エ 
イド リア ン ・ カ ン ポ ス が 逝去 。 享年 61 
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F1 フェ ラー リ が 1 月 225 一 29 
邊 5 の 5 ョ 目 | 情 用 ポ ラ ン GI8 年 弄 
「『SF71Hl を 使用 し た プラ イベ ー ト テス 
ト を 実施 。 シ ャ ルル ・ ル クレ ー ル 、 カ ル 
国 談 二 2 シッ の の クラ リド 
0 の 三 2 の の き 二 た 所 の 86 ミック 
シュ ーッ の 、 シ ノー リッ ノル メレ 
ジ 、 マ ー カ ス ・ ア ー ム スト ロン グ 、 カ ラ 
ム ・ ア イロ ッ ト 、 ロ バー ト ・ シ ュ ワ ルツ 
マン が 参加 し た 

F1 FOM の CEO を 務め る ス 
02 ジョ ドウ グ 王 5 2020 年 に 信人 
っ た 多様 性 と 反 人 種差 列 の メッ セー ジ を 
アピ ー ル する |We Race As One」 キ 
ャ ン ペ ー ン を 21 年 も 継続 する 意向 を 明 
ら か に 

F2 FIA が 全 チ ー ム の 2021 年 
ンー シト と (ん 計 ラ リ ジ ルッ クム 
更新 。 ダ ニ エ ル ・ テ ィ ク トウ ゥ ウム が カー リ 
ン へ 、 マ ー カ ス ・ ア ー ム スト ロン グ が 
DAMS へ それ ぞ れ 移籍 し た こと な ど が 
明らか に 
琴 記 ey 夢 識 グリ ッ ケ ン ハ ウス 、2021 
年 の ハイ パー カー クラ ス へ の 参戦 に 向け 
た 7 名 の ドラ イ バ ー ラ イン アッ プ を 発表 。 
か つて ポル シェ の ファ クト リー ドラ イ バ パ 
ー を 務め た ロマ ン ・ デ ュ マ や セブ リン グ 
12 時 間 を 3 度 制 し た ピ ボ ・ デ ラー ニ ら 
が 起用 され る こと が 明らか に 
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画 に 替 譜 ウェ ザー テッ ク ・ ス ポー 
ツ カ ー 選 手 権 開幕 戦 デイ トナ 24 時 間 決 
勝 スタ ー ト 


1/31 [sun] 

F1 ピエ ー ル ・ ガ スリ ー が ド 
バイ で の トレ ー ニ ング 期間 中 に 実施 され 
た コロ ナウ イル ス の PCR 検 査 に お いて 
陽性 反応 が 出 て いた こと が 明らか に 

ド 1 オー スト ラリ ア GP の 最高 
経営 責任 者 を 務め る アン ドリ ュー・ ウ ェ 
スタ コッ ト 、 ア ル バ ー ト パー ク ・ サ ー キ 
ッ ト の コー スレ イア ウト の 複数 個所 を 変 
更 す る 可能 性 が ある こと を 明らか に 
画 に 埋 議 ウェ ザー テッ ク ・ ス ポー 
ツ カ ー 選 手 権 開幕 戦 デイ トナ 24 時 間 決 
勝 ウェ イン ・ テ イラ ー・ レ ー シ ン グ の 
10 号 車 ア キュ ラ ARX-05 (リッ キー・ 
テイ ラー フィ リ ペ ・ ア ル バ カ ー キ ン ア 
レク サン ダー・ ロ ッ シ プ エリ オ ・ カ スト 
ロ ネ ベ ス ) が 総合 優勝 。2 位 に アリ ー・ 
キャ デラ ッ ク ・ レ ー シ ン グ の 248 号車 キ 
ャ デラ ッ ク DPi-V.R (ジミ ー・ ジ ョ ン ソ 


シグ ツモ シッ パン ョ ノニ シマ イク ・ 自 ツ 
ケン フェ ラー ノ / 小 林 可 夢 偉 )。3 位 に マ 
ツ ダ モー ター スポ ー ツ の 55 号 車 マ ツ ダ 
RT24-P (オリ バー・ ジ ャ ービス ハリ 
ー・ テ ィ ン ク ネル ジョ ナ サ ン ・ ボ マリ 
ー ト ) 。 な お 、LMP2 ク ラス は Era モー 
ター スポ ー ツ の 18 号 車 オ レ カ 07・ ギ ブ 
フン (ドウ の リマ ンカ イル 
ィ リ ー プ ライ アン ・ ダ ル ジ エ ルン ポー ル 
シンク の IESI 2 ラッ ( 
は ライ リー・ モ ー タ ー ス ポー ツ の 74 号 
車 リ ジェ JS P320・ ニ ッ サ ン (ガー・ 
回 ング ス の ンー 当 5 ド の 
コッ ト ・ ア ンド リュ ー ス オリ バー・ ア 
針生 ニ 中 が GDI クラ スバ 8 の 9 1 ジウ 
ー ド ・ レ ー シ ン グ の 57 号 車 メ ル セ デ ス 
AMG GT3 (ラッ セル ・ ワ ー ド フィ リ 
の 2 EZ イン ジテ (ドン テキ 
マロ ・ エ ン ゲ ル ) が 、GTLM ク ラス は 、 
コル ベッ ト ・ レ ー シ ン グ の 3 号車 シボ レ 
ー・ コ ル ベ ッ ト C8.R (アン トニ オ ・ ガ 
ルシア ノン ジョー ダン ・ テ イラ ー プ ニッ キ 
ー・ キ ャ ツバ ー グ ) が それ ぞ れ クラ ス 優 
勝 を 達成 

肢 . 間 に 灸 ハブ オー ト 、2021 年 シー 
ズン に 向け マシ ン を フェ ラー リ 488 
GT3 か ら メ ル セ デ ス AMG GT3 Evo へ 
変更 し た こと を 明らか に 


2/1 [ mon 1 
F1 アス ドン マニ ティ ン の 会 
長 を 務め る ロー レン ス ・ ス トロ ー ル 、 同 
社 が 中 国 の 電気 自動 車 会 社 BYD に 売却 
され る 可能 性 が ある と の 報道 に 対し 「 ま 
っ た く の で た ら め で ある 」 と 一 跳 
F3 2019 年 の F2 第 9 戦 ベ ル 
ギー の フィ ー チ ャ ー レ ー ス で の 大 クラ ッ 
シュ に より 、 重 傷 を 負っ た ファ ン ・ マ ヌ 
エル ・ コ レア が ART に 加入 し 、2021 年 
の F3 で レー ス へ 復帰 する と 発表 
同 カ テ ゴ リ ー 規 定 を ベー 
ス と し た フル 電動 車両 に よる 新選 手 権 で 
ある Pure ETCR の 2021 年 シー ズン の 
スケ ジュ ー ル が 明らか に 。 全 6 戦 で 構成 
され 、 開 幕 戦は 6 月 18 て 20 日 の バレ ル 
ジン (2 の 


2/2 [ tue ] 


F1 ッ ル ラッ 22 の U ン に 0 シ 
ャ ネイ ロ 州 が 、 同 州 の カン ボア ー タ 森林 
を 開拓 し 、 新 た に サー キッ ト を 建設 する 
将来 的 な F1 招致 活動 計画 を 撤回 し た こ 
と を 明らか に 。 同 森林 地帯 の 環境 保護 活 
動 を 優先 か 
E ド 1 メル セ デ ス 、2021 年 に 投 

入 す る ニュ ー マ シ ン 「『W12」 を 3 月 2 
日 に 披露 する と 発表 

INDYWIM デイ ル ・ コ イン ・ レ ー シ 
シク の 二 ら B ッ ン (ニノ 
2 ェ ョ リル レッ ソチ の 伝 作 と IMGC EN 。 
ンズ と 契約 を 結ん だ こと を 発表 。18 号 
車 の マシ ン を ドラ イブ する 
レッ ドブ ル が 2021 年 シー 
ズン に 向け て チー ム 体 制 を 発表 。AF コ 
ル セ と コラ ボ を 組み 、 フ ェ ラ ー リ 488 
GT3 Evo を 2 台 投 入 す る ほか 、 新 た に 
の (2 に 922 ジッ 0 0 の 7 中 SS 
を 明らか に 
古語 cn 画 議 2 月 1 一 2 日 の 2 日 間 、 
「GT3 特 別 ス ポー ツ 走 行 】 が 岡山 国際 サ 
ー キ ッ ト で 開催 され 、GT300 クラ ス に 
参戦 する R&D SPORT の スバ ル BRZ ら 
8 チー ム が テス トト 走行 を 実施 

OTHER スペ イン の カタ ロニ ア ・ 
サー キッ ト が 3 週間 に お よぶ 集中 的 な 改 


修 工事 を 実施 。 タ イト な 左 コ ー ナ ー で あ 
る ター ン 10 の レイ アウ ト が 変更 され た 
こと が 明らか に 
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INDYW' デイ ル ・ コ イン ・ レ ー シ 
ング が 2020 年 まで F1 に 参戦 し て いた 口 
マン ・ グ ロー ジャ ン と 契約 を 結ん だ こと 
を 発表 。 現時点 で は ロー ド プ ストリー ト 
コー ス で の レー ス に 参戦 する 一 方 、 オ ー 
バル レー ス に も エン トリ ー す る か は 未定 
ご の こと 
貢 思 ゴ e 信 議 ACO、2024 年 か ら ル ・ 
マン 24 時 間 に 導 入 さ れる 予定 の 水素 燃 
料 電池 プロ ト タ イ プ カ テ ゴリ ー に つい て 、 
スイ ス の グリ ー ン GT を 公式 パワ ー ト レ 
ー シ リ シッ ラッ ー 選 た し た こう 
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F1 ルレ の の 2021 年 
に 投入 する ニュ ー マ シ ン 『AT02』 を 2 
月 19 日 に 披露 する と 発表 
メル セ デ ス 、2021 シ ー ズ 
ジジ 524 の 0 ショ シン ン ル ン 2 シ 2 
季 ま で ベン トレ ー の ファ クト リー ドラ イ 
バー を 務め た ジュ ー ル ・ グ ー ノ ン を 同社 
の ファ クト リー ドラ イ バ ー と し て 起用 す 
る と 発表 
2 月 3ー4 日 の 2 日 間 に 
74078oIMIN500O002 0 2 二 の ニ ジス 
ト が 岡山 国際 サー キッ ト で 行なわ れ 、 
NISMO、KONDO RACING、NDDP の 
ニッ サン 系 3 チー ム を 除く 12 台 が 参加 
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INASAR 開幕 戦 デ イト ナ 500 


2/21 sn 
INASOAR 第 2 戦 ホ ー ム ステ ッ ド 


2/26 [rm] 
EE 開幕 戦 デ ィ ル イー ヤ 
還 /:( 第 2 戦 ア ー ク ティ ッ ク 


2/27 rsot1 
記 内 2 戦 デ ィ ル イー ヤ 
細い 議 第 2 戦 ア ー ク ティ ッ ク 


2/28 [sun1 
HEW 開 棋戦 鈴 遍 
テス ト G 富 士 
細 記 "):(d 較 第 2 戦 ア ー ク ティ ッ ク 


3/1 [mon1 
NASARI 第 3 戦 オ ー ト クラ ブ 


3/7 [sun1 
INASOARI 第 4 戦 ラ スベ ガス 
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呈 | 器 准 語 さ ー 氷 メーー キ シキ 


G 吾 層 薄 滞り 
ば は どき 選民 晶 層 g 補 テー 著 て ペ メー で ヾ 


。 守 Me 世 ぎ て 世 ご 革 忌 庫 潤 7 ぶ の 


ご ぎ ⑳ 河 贅 ( の 史 つ ) 政 下 本 ペー 半 メー ミー』 着 ロ 


On the ED ロロ GE ピ 


"BRZ GT300 2.22 情報 解禁 高 まる ボル テー ジ 
6 示 王 ・ 本 山 哲 、GT300 に 降臨 

48 還 還 7 評 アキ ュ ラ 、 デ イト ナ 初 優勝 可 務 俺 は 3 連 和 杏 に 一 歩 と どか ず 
52 BU 人 最終 ラウ ンド 代 王 戦 の 中止 で 2020 シ ー ズ ン の 王者 決定 


上 
DTM に アル ファ タウ リカ ラー が 登場 へ プン エイ ドリ アン ・ カ ン ボ ポス 氏 が 逝 去 ほ ヵ 


情報 が レー ス を も っ と 楽し くす る 


SPECIAL FEATURE 


1994 >> 2021 JGTC & SUPER GT GT1/ ノ GT500 
過去 に 学び 、 世 界 を 知る と 見 えて くる “次 の 10 年 "に 欠か せな いこ と 


GT 技術 間 


記憶 に 残る 名 車 と テク ノロ ジー 


R e Ss e arch and D e velopment 


[| Introduction 」 知 日 派 記者 が 考え る GT の 未来 に 不可 欠 な こと 
” 開発 競争 を や め な いで 。 
GT の 出発 点 と R32 GT-R に 見 る GT1 車 両 の 開発 の 実際 
トス 2 O | | 
* グル ー プ A か ら の "転生" 
“NSX 封じ "へ の 大 胆 な カウ ンタ ー パ ンチ の 中 身 
20 6% ぐ 一 = 2 々 。99 に コ 
逆転 ミツ ショ ン と いう 固有 種 。 
GT-R の ター ゲッ ト は 鈴鹿 で NSX より 3 秒速 い マ シン 


” 09 規 定 先取 り の な か で 河 描い て 。 


次 世代 GT500 に HV 化 と いう 選択 肢 は ある か ? 
? 「 ス テッ カー だ け ] は 何 も る 生ま な い 
[| GALLERY 」 第 3 世代 "最終 形態" 
” よみ が える 、3 メ ー カ ー の GT500 車 両 の | 深部 」 
車両 規則 は DTM と 共通 化し 、 エン ジン は 日 本 独自 の NRE 開 発 へ 
? プレ チャ ン バ パー の 衝撃 
80 電動 シリ ー ズ が 陥っ た イメ ー ジ 重視 の 思 電気 に “自由 "は 根 つ か な い ? 
84 環境 対応 型 モ ー タ ー ス ポー ツ の 可能 性 と 課題 “優し ざさ" の 限界 を 超え ろ 
88 ドイ ツモ ー タ ー ス ポー ツ 界 の 未来 を 読む レース は “次 沢 ' な の か が ? 
92 [ Conclusion ] 第 5 世代 GT500 に 期待 する こと 民 界 に 誇れる “両立 を 。 
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PETRONAS TOM'S SC430 
2009 年 の GT500 を 制 し た の は 、 こ の シー ズン か ら ブ ラ 川 
ンド を 「 ト ヨタ | か ら ス イッ チ し て 参戦 を 開始 し た レク 
2013 年 は ZENT セ ル モ SC430 の 立川 祐 路 / 平手 晃平 組 TU (ews だ LE 
が タイ トル を 獲得 。 ち な み に 、 こ の 年 は SC430 が 全 8 


サス 陣営 。 ペ トロ ナス トム ス SC430 の 脇 阪 寿一 プア ン 
戦中 4 勝 。09 規 定 で の SC430 は 4 年 間 に わ た り 、 ロ ー " プ で 記 TAKATI 陣 2 の 
で 拉 5 7 


め て 計 8 回 ) と いう 高値 安定 ぶり を 見 せ 、09 規 定 導 
人 初 年 度 の 王座 に 就 い た 。 ま た 、 同 規則 最終 年 と な る 


ドレ ・ ロ ッ テ ラ ー 組 が 全 9 戦 中 優勝 1 回 、2 位 3 回 、3 
位 1 回 の 表彰 台 フ ィ ニ ッシュ 計 5 回 (入賞 は これ ら を 含 
ドラ ッ グ と エン ジン 特性 を 武器 に 、 と くに ホー ムコ ー ス 
の 富士 で は 他 を 寄せ つけ な い 強 さ を 見 せ て いた 。 (as) 
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基本 構造 は その まま に 
地道 に モデ ィ フ ァ イ 


レク サス SC430 は 2006 年 、 ス ー プ ラ の 後継 車 と し て スー パーGT に 投入 さ 
れ た 。09 年 に 新車 両 規定 を 受け て 登場 し た SC430 は 、 ベ ー ス 車両 が 同じ と 
いう だ け で 、 前 年 まで の SC430 と は シャ ンー、 エ ンジ ン と も まっ た く 異 な 
る 仕様 と な っ て いる 。 上 車両 規定 と 新車 両 規定 を また いで ベー ス 車 両 と し て 
用 いら れ た 珍し い ケ ー ス だ っ た 。 09 規 定 導入 初 年 度 に シリ ー ズ タイ トル を 獲 
得 し た も の の 、 そ の 後 の 開 発 は な か な か 思い どおり に は 進ま ず 、 と くに 空力 
面 の 開発 に 苦慮 。 さ ま ざ ま な 空 カ アイ テム を 投入 し た り 、 ド ライ バビ リティ 
を 追求 し て エン ジン の スロ ッ ト ル まわ りな どの 改良 を 重ね た り し た 。 そ うし 
た 積み 重ね が 実 を 結び 、09 規 定 最後 の 13 年 、 ベ ー ス 車両 と し て 最後 の シー 
ズン に 再び チャ ン ピ オ ンカ ー に 。p62-63 の 写真 は すべ て ENEOS SUSTINA 
SC430。 タイ ヤ ハ ウス と エア ボッ クス の ファ ン ネ ル の 高 さ を 見 比べ る と 、 エ 
ンジ ン 搭 載 位置 の 低 さ が 分 か る は ず だ 。 (as) 
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F1 の 室 力 開発 技術 を 投入 
低 重心 化 も 推し 進め る 


09 規 定 が 導入 され た の は 、 ち ょ うど トヨ タ が F1 グラ ンプ リ で の 
活動 を 休止 し た タイ ミン グ で 、 環 流し て きた F1 の 最 先端 技術 を 用 
いて 、 コ ー ナ リン グ 速 度 を 上 げ る た め の 空 カ デ ザ イン が 追求 され 
た 。 し か し 、 グ ラウ ンド エフ ェクト に 頼っ た 空力 特性 は 車体 姿勢 
の 変化 に 敏感 で 、 サ スペ ンション と の 相性 が 問わ れる も の で も あ 
っ た 。 ニッ サン も ホン ダ も 09 規 定 に 合致 する 車両 を 持ち 込め な か 
っ た 2009 年 、 SC430 は チャ ン ピ オ ンカ ー に は な っ た が 、 パ フォ 
ー マ ン ス が 高い も の の ドラ イ バ ー に と っ て は 「 乗 り に くい | クル 
マ と な り 、10 年 以降 は 苦戦 する こと に な っ た 。 11 年 に は 、 低 重 
心 化 を 目指 し て 投入 し た 、 新 設計 の ギヤ ボッ クス が トラ ブル を 起 
こす な どの 問題 も 発生 。 車体 前 面 か ら 取 り 入 れ た 空気 を 、 ラ ジ エ 
ター、 イ ンタ ー ク ー ラ ー、 ブ レー キ ヘ へ バラ ンス よく 配分 する と い 
う 点 で も 課題 を 抱え 、 す べ て を 解決 し て 本 来 の パフ ォ ー マ ンス を 
発揮 する まで に は 時 間 が か か っ て し まっ た 。 
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【 す Weider【 Weider HSV-010 


HONDA HSV-010 GT は 、 そ の 流 豚 な ルッ クス を 公式 
テス ト で 目の当たり に し た 他 陣 営 か ら 「 カ ッ コ いい 」| と 
いう 声 が 聞こ えた ほど 、 大 き な 注 目 を 浴び る な か で の デ 
ビュ ー と な っ た 。 当初 は アキ ュ ラ ブラ ン 0 
て 発売 され る 予定 だ っ た が 、 世 界 的 な 経済 危機 の 影響 
受け 、 プロ ジェ クト 自体 が 白紙 に 。 SO 
車両 と な っ た 。 デ ビュ ー 戦 の 鈴鹿 で は ホン ダ 陣 営 内 に よ 
る 同士 討ち と いう ショ ッ キ ング な アク シ デ ン ト も あっ た 
が 、 最 後 は ウイ ダー HSV-010 の 小暮 卓史 プロ イッ ク ・ 
デュ バル 組 が シ リー ズ チ ャ ン ピ オ ン の 座 を 獲得 し た 。 車 
名 の アル ファ ベッ ト は 、Honda Sports Velocity (ホン 
ダ ・ ス ポー ツ ・ ヴ ェ ロ シテ ィ ) の 頭 文 字 に 由来 する 。 (as) 


重箱 の 隅 を 突く 
GT500 へ の 長 適 化 


HSV-010 GT が デビ ュー し た 2010 年 か ら 12 年 まで 、 エ キ 
ゾー スト パイ プ は リヤ で 左右 が まとめ られ た 、 い わ ゆ る 「[ 1 

本 出し | タイ プ だ っ た が 、09 規 定 最終 年 の 13 年 に は ラジ 
エタ ー が フロ ント へ 移設 され た こと に 伴い 、 左 右 そ れ ぞ れ 
フロ ント フェ ンダ ー 後 部 へ の 「 サ イド 出し ]」 タイ プ に 変わ 
っ た 。 こ れ は 、 エ ンジ ン の レス ポン ス を 向上 させ る と と も 
に フロ ント 床 面 か ら の 空気 排出 を 助け 、 ダ ウン フォ ー ス を 
確保 する た め の 措 置 で も あっ た 。 HR10EG の 特徴 は 、 シ フ 
ト ダ ウン 時 に フュ ー エ ルカ ッ ト を する な どの 制御 に より 、 

SC430 や GT-R に 比べ る と 、 同 等 の パワ ー を 出し な が ら 燃 
費 が 良かっ た 点 に ある 。 ま た 、 ス ター ト 加 速 で は ハン デ と 
な る が 、 レース 中 に 1 速 か ら 6 速 ま で を 用 いる 、 い わ ゆ る 
[フル 6 速 ] と 呼ば れる ギヤ セッ ティ ング も 強み と し て いた 。 
こう し て 重箱 の 隅 を 突い て で も わずか な アド バン テー ジ を 
見 い だ し て いか な けれ ば な ら な い ほ ど 、 ス ー パ ーGT GT500 
の 戦い は 科 烈 に な っ て いた の で ある 。 
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ファ ン ネ ル に 低 回 転 域 
トル ク 確 保 の カギ が ? 


09 車 両 規定 に 基づい て HSV-010 GT 用 に 開発 され た 自然 吸 
気 V 型 8 気筒 HR10EG 型 エン ジン は 、 2009 年 に まず フォ ー 
ミュ ラ ・ ニ ッ ポ ン ( 現 ス ー パ ー フ ォ ー ミ ュ ラ ) に ベー スエ ン 
ジン が 投入 され た 後 、 翌 10 年 に スー パーGT に デビ ュー し た 。 
回 転 数 リミッタ ー が 義務 付け られ る F ニ ッ ポ ン に 対し 、 車 体 
前 部 に 搭載 され 、 車 重 が F ニ ッ ポ ン の 倍 近 く で 、 吸 気 リ スト 
リク ター 装 着 が 義務 付け と な る GT で は 、 そ れ に 対応 し た チュ 
ー ニ ング が 必要 だ っ た 。 ホ ンダ は カム の バル ブタ イミ ング や 
吸 排気 系 の 径 や 形状 を 工夫 し 、 燃 焼 効率 を 徹底 的 に 追求 する 
と と も に 、 ピ ー ク パワ ー に こだわ ら ず 、 低 回 転 域 か ら ト ルク 
を 確保 する 方 向 で エン ジン を 熟成 。 11 年 型 と 12 年 型 で は 、 空 
力 性 能 を 向上 させ る た め 、GT 車 両 と し て は 異例 の サイ ドラ ジ 
エタ ー 化 に 踏み 切っ た 。 そ れ に 伴い 、 冷 却 効率 を 上 げ 、 ラ ジ 
エタ ー を 小型 化す る た め 、 エ ンジ ン が 高圧 高温 で 運用 され た 。 
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S Road MOLA GT-R LA GTR も 


量産 車 の 発表 と 発売 に 合わ せ 、 他 車 よ り も 1 年 前 倒し で 
[特認 09 規 定 車両 ] と し て GT500 に 投入 され た の が R35 
GT-R。 そ の デビ ュー イヤ ー の 2008 年 に 、XANAVI 
NISMO GT-R の 本 山 哲 ゲ ブ ノワ ・ ト レル イエ 組 が シリ ー 
ズ チ ャ ン ピ オ シン と な っ た 。 11 年 、12 年 は ミシュ ョ ラン タ 
イヤ を 履く 柳田 真 才 プロ ニー・ ク イン タレ ッ リ 組 が 連 穫 
(11 年 は S Road MOLA GT-R、 12 年 は S Road REITO 
MOLA GT-R) 。GT500 で は ブリ ヂ ス トン 以外 の タイ ヤ 
メー カー が シ リー ズ タ イ トル を 獲 っ た こと は 一 度 も な か 
っ た が 、 ミ シュ ラン が その 牙城 を 月 し た 。 11 年 の 本 山 ノ 
トレ ルイ エ 組 は 全 8 戦 中 3 勝 を 挙げ た が 、 柳 田 プ クイ ン 
タレ ッ リ 組 の コン スタ ント な 上 位 入賞 が 勝っ た 。(gas) 
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シン プル な 床下 
スプ リッ ター に ノ タ ハウ 


車両 底面 は い 、 エ ンジ ン の サン プ ( オ イル 溜め ) 両 脇 が 上 方 へ 持 
ち 上 が っ た 、 い わ ゆ る ディ フュ ー ザ ー 構 造 と な っ て お り 、 走 
行 時 前 方 か ら 車 体 底面 に 流れ 込ん だ 空気 は エン ジン ルー ム の 
フロ ント タイ ヤ ハ ウス 裏側 、 フ ロア パネ ル 上 面 を 通過 し て フ 
ロン ト フ ェ ン ダー 側面 後部 に 開い た 開口 部 か ら 排 出さ れる 。 こ ご 
こ ご で 空気 の 流速 を 上 げ れ ば グラ ウン ド エ ブ ェクト に より ダウ 
ン フ ォ ー ス が 生じ る の で 、 い か に 空気 の 流 路 を スム ー ズ に 成 
形 し 、 空 気 の 流速 を 上 げ る か が 開発 の ポイ ント と な っ た 。 一 
方 、 後 部 の 底面 は 、 フロント タ イヤ 前 端 か の ら リ ヤ タ イヤ 後 敵 
まで の 長 さ が 義務 付け られ た ステ ッ プ ド ボ ト ム の 後 端 地点 か 
ら 上 方 へ せり 上 が る ディ フュ ー ザ ー と な っ て お り 、 車 体 底 面 
と 路面 の 間 に 流れ 込ん だ 空気 を 後方 へ 引き 抜き 、 グ ラウ ンド 
エフ ェクト を 応用 し て ダウ ン フ ォ ー ス を 発生 。 ディ フュ ー ザ ー 
の 効率 アッ プ に は 、 ス プリ ッ タ ー を どの よう な 形状 で どう 配置 
する か が カギ だ っ た 。(p70-71 は すべ て MOTUL AUTECH GT-R) 


NO 才 / NNNN NNN 
MANNNN ボ 


N NN 


も も も も も る 


万 722 


70 


Wa 
1 


ーー 入 /// メ プレ / プ ダ //// 


万 7 


車体 底面 は 公平 に 
上 面 に は 有利 不利 あり 


スー パーGT で は 、 空 カマ シン と 言わ れ た (初代 ) ホン ダ NSX 
の 参入 を きっ か け に スポ ー ツ プロ ト タ イ プ カ ー 同 様 、 車 体 底 
面 と 路面 の 隙間 を 流れ る 空気 で 発生 する グラ ウン ド エ フ ェ ク 
ト を 応用 し て ダウ ン フ ォ ー ス を 獲得 する 空 カ デザ イン が 必要 
不可 欠 と な っ て いた 。 だ が 、2008 年 まで は 、 公 認 を 受け た 
ベー ス 車 両 の 寸法 を 外れ て の デザ イン は 許さ れ て いな か っ た 
の で 、 ベ ペー ス 車 両 に よ に っ て は オー バー ハン グ が 短く な り 、 車 
体 底面 に 充分 な 面積 を 確保 で きず に 、 空 カ デ ザ イン に 限界 が 
生じ た りす る こと が あっ た 。 し か し 、 09 規 定 で 車体 下 半 分 に 
つい て は 全車 共通 の ホイ ー ル ベー ス 、 全 幅 、 全 長 、 オ ー バ ー 
ハン グ が 定め られ た た め 、 ペ ベース 車両 の 違い か ら 来る 車体 底 
面 の 空 カ デザ イン 自由 度 は 公平 と な っ た 。 た だ し 、 車体 上 面 
に つい て は A ピ ラー か ら ル ー フ な ど ベ ー ス 車両 の 形状 が リヤ 
ウイ ング や 全体 の ドラ ッ グ に 影響 する た め 、 ベ ー ス 車両 の 間 
に は 少な か ら ず 有利 不利 が 存在 し て いる 。 
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O と 5 
プレ チャ ン バ ー の 衝撃 
車両 規則 は DTM と 共通 化し 
エン ジン は 日 本 独自 の NRE 開 発 へ 


現在 も 続い て いる 第 4 世代 は 

GT の 長い 歴史 の な か で は も っ と も 大 き な 変 革 を 迎え た と 言え る 
車両 レギ ュ レ ーション が 一 変 し 

と くに エン ジン 開発 競争 は 激しく な っ た 


世に 
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剛 1 有 PO 聞 賠 過 剛 仙 昌 開 中 


Text : 世良 耕太 (Kota Sera) 
Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) ノン 小林 直樹 (Naoki Kobayashi) ノ 鈴 木 紳 平 (Shimpei Suzuki) 
三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) ノン 小笠 原 貴士 (Takashi Ogasawara) 

平野 隆治 (Ryuji Hirano/ASweb) 世良 耕太 (Kota Sera) NISMO SUBARU / TRD 
llustration : イー トラ ビ ピット (eatrabbit) ノ 廊 持 正志 (Masashi Kuramochi / METMANIA) 
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世界 基準 の 戦い へ 


将来 の 交流 、 世 界 戦 に 向け 
DTM と の 共通 規則 化 


目 エン ジン は 24? 直 4 直 噴 ター ボ 


大 幅 ダ ウン フォ ー ス 増 で 
コー スレ コー ド 連 発 


上 車体 の 主要 諸 元 は 3 車 で 統一 


2013 年 まで は 国内 独自 の レギ ュ レ ーション で 戦っ て いた 
スー パーGT だ が 、14 年 以降 は DTM と 共通 の 車両 規則 に 移行 。 
eall 較 22( 有 人 有 MMOV8 上 合 わせ る の で は な く 、 世界 
的 な ダウ ン サ イジ ング の 波 に 同調 する か た ち で 、 各 社 が NRE 
(ニッ ポン ・ レ ー ス ・ エ ンジ ン ) を 開発 ・ 搭 載 す る こと に 。 空 
力 は 基本 的 に は 開幕 前 に 開発 凍結 され る が 、 ダ ウン フォ ー ス 
の 発生 は 2013 年 に 比べ 大 幅 に 増え 、 シ ェ イ クダ ウン か ら コ 
ー ス レコ ー ド を 連発 し た 。 車体 は 、 そ の “ 顔 こそ 違え ど 、 
トレ ッ ド や ホイ ー ル ベー ス 、 オ ー バ ー ハ ング な どの サイ ズ は 
細か く 決 め ら れ て いる 。 DTM が 走ら せ て いる 条件 と の 違い 
に 起因 し て 、 当初 は パー ツ の トラ ブル が 相次い だ が 、 年 々 解 

9 目 iS8f0 二 ESGU ま 5 / 胡 選 見 人 なくなっ た 。 規則 上 ワン メ 

イク 化 が 加速 し た か た ち だ が 、 唯 一 開発 が 許さ れ て 
いる エン ジン は 、 後 年 プレ チャ ン バ ー が 採用 さ 
れる な ど 、 そ の 競争 は 激化 し て いる 。 
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いや 記 ン も 胡 を つい 敢 玉生 つじ へ や トー て 層 さく で 絶 下 し She 
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ーー つ す 


っ つ 件 記 ロ 選 おしゃ poQ で っ ) 癌 M 村 No 
訪 骨 会 玲 いり” 上 衣 @ 匠 幅 拒 "ロー 
ペーKKー ス ハ 過 記せ 咽 舞 昌 私 へ 6 上 
剖 J 臣 陣 呈 相 る いっ 責 否 赴 相 泊 YES 
iQmRaSN6@)J ュ JO4K 記 唱 届 信 じゃ や Q で 


| で 記 で 弄 。 由記 @ 考 世 全 必 6 で NO 由 


凌 仙 個 S じ っ utJ レ "の - ゥ の 
の 吟 話 Ne て 町 入 (さい お に K) 
へ 日 お へ へ NIIKPG の 祥 せ 球 身 
則 Q。 者 思い る や で つっ 日 
へ Ah ド ポー ドル ハイ て 間 固 つ * 

w で 会 志 337 | 人 代 共 へ ・ ユ ペー 
K・ 昌 へ ハハ | 6 柏 夫 し SN@" hrJG 
酸 選 つき SS” 上 必 IRMKD セ Ne 8 太 
し Ss マ ” 思 必 論 G 環 経 拓 里 東和 補 だ つ 


うっ 心 較 っ 公団 人 SQ で し っ で 会 Q? 


HH へ A へ 6 幅 澤 品 剖 で Ne 親 由 字 代 互 公 
[ 咽 提 昌和 A へ 6 聞け で SS 全 9 掴 拉 
GSNe 醒 店 を いし っ ne6| っ JIRMK 
8 や し S ン | 系 に で AN 際 能 本 いら ペ 
3DIRIKD つ うう っ 心 遇 っ し SN? 
眉山 や QS 押 き 個 服 ぶ ーー 日 AA 
へ けり SCO? >oD ロ ie 映 正 殖 や 玲 で 


世 隊 避 S ぶ いも お で て A へ 選 8。 選 回 帳 
し 民 人 GS き て ミ へ 玖 二 生 よ JJ レ 昌 へ 稔 へ 
回 密 G 思 っ 暑 裳 8 視力 \@ 選 心 へ に 
ー( ト で へ や や p っ Jp や SG 短 会 ペー ド 
Py し NrJ し 人 厄 き お G し じゃ 宙 好 も くく で 
トリ ロー ミリ KK お NeT NTJ し SNe 過 机 
地 回 幅 し に 回避 へ や か て リロ つつ? 
亜衣 G 民 尼 幸 倒さ の 机 rnS7 ご 
紀 し ゃ RHMK 失 剛 十 は で ひし 喧 由 本 
R 隊 赴 つ レ し っ 忍 会 万 エ ロレ ゼ 青 委 
志 咽 鞭 是 尽 で 束 SRIK 舞 正 寺 十 
3 民 MK 只 は に て つ ふ ヘー 環 環 つ " 
素 虹 1 JJJG し ONGRHIK 咽 中 定 
ph9R 民 し So? 也 4H 村 セ NG ょ JJ 
倒し で 8 層 せ や ン も 器 咽 ロ くい し 
ツ i@ 公 る つつ 会 醒 会 きっ で ロ 里 
sNotenSspG5 GS。 務 け 
3 Si で RHMK 全 くさ ン Sh@" 

ペー ド じ 烈 ン 提唱 8 本 玉 仏 隊 
"SN6JNJNQ し RHMKG 咽 会 賠 選 Q 
SteG し ^ 慈 徐 G 咽 S 可 を つじ し R 叉 
里 喉 pe 醒 唱 公選 で で で て で” RMK 
敵 剛 っ JR へ へ 公 環 に 中 人 ン 回 陸 衝 KG 


る 


ご 
ン 


テテ S< 人 一 よび の! 


ON 。 


代 が が 。 が っ つ A む | も レ は 減 高 ちる V こ 燃 ら を で し で は 1 リ 合 も A オ 比 ・A 空 
な あぁ あ 胸 レ あ と / レ し レン 速 | 高 ら め の こ 8 と 比 れ ん 上 ガ い て リス を |  " あ I メ 147 は 人 燃 
の つ を | リ り も F ろ バ く < く ス < くす て 状 と 自 だ を て げ ソ る 圭 | トリ ン あ る 1 ト ・g 空 比 
に た 張 ス ` 出 12 逆 | 走 で な こい 熊 は 振り リ い る リ ? 効 レシ イッ) る ? ス リア に 気 一 
- - れ エイ る ・ で シン る は る と くく で で 吸 空 | る と ン 率 バキ チ A い A ラ | を 対 A 
パパ ず ン こ パ 5 ` い に こ 圭 が に と 燃 き 気 気 ン < 熱 エ を | で と は ン ノン ムー 理 し F ン ノ 
ワ ワ に ジ を ワリ! リ は と 効 出 な い 料 た 時 流 一 比 効 て 高 ン 燃 呼 F 人 AF ダ 略 論 て は F 
| 1| い ン 多 | 13 ツ 見 が 率 力 る うに * 代 量 A 熱 率 ジ め と 焼 さ ハ が が ワ し 空 燃 燃 … 
し と た 開 用 空 の チ 向 優 を は * こ 対 だ も 規 \V 比 が ン る 呼 す "14114 ン て 交 料 料 エ 
か 燃 の 発し 燃 あ に き 先 高低 そ と すがり 制 1 を 向 は 技 ぶ る 市 ・ よ ・ ス 比 1 を | 
追 費 は に て 比 た し も さく く の は る | だ ご 上 上 圧 社 の 販 7 り 7 と ト ま Bg 指 ・ 
求 を 携 い とり た し れ す な 結 ` 空 空 ン と つっ つ に げす 縮 の A が 車 あ 大 よ 表 イ た で す バ 
し 両 そ わ た い に の な る る っ 果 燃 気 気 バ た する る 比 開 V 基 の る きり 現 キ は あぁ あご イ 
て 立 こ る の う 出 で か の こ て ` 料 の 量 1 3 る と こと 発 1 本 エ い い 大 すご ス る は ・ 
いす に 技 だ ゾ カ あっ で と し 熱 の 比 が ン ・ と は と 比 が で ?" ン は 場 き る と ト ? 空 エ 
な る 理 術 " | が る た よ ま 効 量 率 頭 に 4 い “が 熱 進 燃 一 ジ ハ 合 いこ 呼 了 こと 気 フ 
か 時 由 者 シン と も " "リリ りう 率 を を 打 す 424 う 空知 比 ん や 方 ン 和 人 を 場 と ぶ キ の 14 ? 


日 本 独自 の レー スエ ンジ ン 


NRE (Nippon Race Engine ) は 、14 年 に スー パーGT GT500 クラ ス と 
スー パー フォ ー ミ ュ ラ に 導入 され た 日 本 オリ ジ ナ ル 規 格 の エン ジン で ある 。 

トヨ タ (GT で は 当時 は レク サス ) 、 ホ ンダ 、 ニ ッ サ ン (GT500 の み ) 3 社 
が 協議 し 策定 。 量産 車 の エン ジン 開発 に 技術 の フィ ー ド バッ ク が で きる よう 、 
2 ? 直 4 直 噴 ター ボ を 選択 し た 。13 年 まで は 吸気 リス トリ クタ ー に よっ て 
空気 流量 を 規制 し て いた が 、NRE は 燃料 リス トリ クタ ー に よっ て 燃料 流量 
を 規制 する 。 そ の 最大 燃料 流量 は 当初 100kg/h@7500rpm に 定め られ た 。 
16 年 以降 は 95kg/h に 規定 され て いる 。13 年 まで は 大 排気 量 NA (3.4 6 ー デ ーー テー yi 
V8) と ポー ト 噴 射 の 組み 合わ せ だ っ た が 、14 年 以降 は ター ボ 過 給 十 直 噴 に 。 ( 


8 AE7/4WA 
共通 部 品 


燃 リ ス で 燃料 流量 を 制限 する 


NRE は 開発 コス ト 抑 制 の 観点 か ら 多 く の 共 通 部 品 が 規定 され て いる 。 
ター ボ チ ャ ー ジ ャ ー は ハネ ウェ ルプ ギャ レッ ト 製 だ 。 リ ー ン 化 の 促 
進 に と も な っ て 要求 空気 重 が 増え た こと に 合わ せ ぜ 、18 年 に 高 容量 
化し た 仕様 に 変更 され た 。 高圧 燃料 噴射 シス テム も 共通 部 品 で 、 ボ ペレ ノレ ざ うさ 

ッシュ 製 。 最 大 噴射 圧 は 200bar。NRE が 導入 され た 14 年 当時 は と 0 1 づ 年 ま で の 上 ジン ン 開 発 は 
準 的 な 数 字 だ っ た が 、19 年 か ら GT500 と ほぼ 共通 の Class1 を 示 交 率 ( に は 見 向き も せ ず す 

導入 し た DTM は 、 量 産 分 野 で 採用 例 が 出 て き て いる 350bar を 採用 Pa 

し て いる 。 イ ンジ ェ ク タ ー の 噴 孔 の 数 や 位置 は 各社 が 独自 に 仕様 変 パワ ー を 重視 し た 時 代 だ つっ た 
更 を 行なう こと が 認め られ て いる 。 カ ム の プロ フィ ー ル で 機械 的 に 
流量 を 規制 する 燃料 リス トリ クタ ー は 国内 開発 & 国内 産 だ 。 


の 0 


ドコ 


と うい u】 


As ダグ 、 


写真 が 燃料 流量 リス トリ クタ ー、 通 称 「 燃 リス 」。 燃料 
の 最大 流量 は オリ フィ ス で 規制 し 、 燃 リス 自体 は 毎 戦 
返却 する 。 写 真 向 か っ て 左下 か ら 右 上 が 流 路 。 
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SS 倒さ” 選 基 HAND や 民 皿 し weo つつ QGJ 思 机 じ し 燕 雪 度 せ 二 全 いしゃ 
所 せ ポ で 十 全 ぐさ うっ 


『J3J 公 し" 6 ン 喘 *OC で S 楽 織 @ 嘆 4m 
居民 くべ oN@)J う 会 各 7 | 羽 " 相 
範 し SN0 志 エロ 8 羽 へ つ へ G 収 ご 瓶 譜 
窟 甘 つじ 喘 4mK 画 押 机 に もめ ゃ 6 青 
明 公 叶 :Q で Ne( へ 符 へ 愉 誠二 ロ 雷 ン ) 
半 回 ′ 胃 放 JRHMK 葉 ン 映 逢 Ne 中 嘆 m 
G 下 し 全 Se? GS 人 S” 避 甘 岐 


写真 は スバ ル の 市 販 車 レヴ ォ ー グ の も の 。 市 販 車 で も 
キャ ビ テ ィ の 複雑 な 形状 が 見 て 取れ る 。 エ ンジ ン 競 争 
の ある カテ ゴリ ー で は まず 取材 NG な 個所 に な る 。 
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会 殖 で て 遇 で 上 毅 染 RHMKG 崎 
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と 同じ 空 燃 比 の 混合 気 に 着 火 し 、 微 細 な 孔 か ら 噴 出す る ジェ 
ッ ト 噴 流 で 主 室 の 混合 気 を 急速 燃焼 させ る の が 、 パ ッ シ ブ ・ 
プレ チャ ン バ ー、 副 室 に サブ イン ジェ クタ ー を 持つ の が アク 
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トル ク カ ー ブ が 
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雪 気 に “ 目 由 " 
根 づ か な い ? 


アウ ディ と BMW が 今季 限り で フォ ー ミ ュ ラ E ヒ で の ワー クス 活動 終了 
これ に は コロ ナ 褐 に よる 経済 打撃 の ほか 自由 度 の 低い 規則 が 影響 し て いる 
電動 シリ ー ズ の ほとん ど が 厳し い 開発 制限 を 敷い て いる 状況 で 
電気 自動 車 に よる モー ター スポ ー ツ は 発展 し て いけ る の だ ろう か 
1 Text : サム ・ コ リン ズ (Sam Collins) 
M Translation : 神田 美穂 (Miho Kanda) 


\ Photo : AUDI/Daimler AG ラグ DTM プ ERA Championship 
N Formula E ン Pure ETOR 


GT 技術 戦史 


Research and Development 


フォ ー ミ ュ ラ ヒビ は 2014 年 秋 に 発足 。 2014/15 年 に 開催 され た シ 
ー ズ ン 1 は 、 シ リー ズ を 円 滑 に 運営 する た めす べ て の チー ム が ス 
パー ク ・ レ ー シ ン グ ・ テ クノ ロジ ー 製 ワン メイ クシ ャ シー の 使用 
を 義務 づけ られ た 。 シ ー ズ ン 2 以 降 も シャ シー は ワン メイ ク と さ 
れる 一 方 、 パ ワー トレ ー ン の 独自 開発 が 認め られ る よう に な る と 、 
欧州 メー カー を 中 心 に 参戦 マニ ュ フ ァ ク チャ ラー が 増加 。 
2018/19 年 の シー ズン 5 に は 、 ル ノー と 入れ 替わる か た ち で ニッ 
サン が ワー クス 参戦 を 始め た 。 ま た 、 同 シー ズン か ら 第 2 世代 シ 
ャ ンー 「Gen2』 が 導入 。 前 世代 より も パワ ー ア ッ プ し た ほか 、 バ 
ッ テ リ ー 容 量 が 増加 し た こと で 、 そ れ ま で 行なわ れ て いた 決勝 レ 


ーー へ コ 3 ー ス 中 の マシ ン 乗 り 換 え が 不 要 と な っ た 。 今季 、2020/21 年 の 
FE は 完全 ワン メイ ク で 201 4 年 に 発 中 シッ ee 間 所 自動 車 に ほる シリ ー ズ と し て は 史上 初め て 

A ^ 了 N 太 5※ ーー ヾ * 参 戦 N 、 ー ア に 
現在 は 一 部 開発 解禁 し 、 今 季 か ら 世 界 選手 権 に 0 生 シ リ ー タ ae の ウー クス ブロク ラル を 吉 テ キタ 
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画 司 ペーK ゼ や 天 喝 G て 守 さ に く 
II し 揚 で 8? ーooO ト 革 る 如 
で さら 否 舞 字 会“ mQ 詩 年 つ 丸 手 MK 皿 滞 
LiDESOiScb い UNCSAWEI さ だ で 証 【 さ 、 
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ロロ テー ヘーK で まま 過 必 "NF ド ー// 昌 中 
山 (上) 嗣 叶 遇 色 融 中 つ し つ 384Q ン 
中 の 公 下っ 陣 叶 会 如 公 形 旨 つ 
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3646NvQ ン ツン いて い 嗣 人 幅 陽 仙 ) っ 
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で や ロ >G 否 置 地 0 し っ い @G 会 移 子 
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G 院 漏 TTA 幼き パ で 友 っ 


4 年 Ne っ 77 和 へ 町 へ 波 先 で "7 
っ い ぐ 思 会 拓 里 革 ⑤ セ やく し 正紀 司 対 
豚 祝 ご hkJaJFJN 軍 YG 所 4g 和 7 
で 思 抽 窓 村 N0 88 は” 郁 里 嘩 未 
明 w 員 球 つ き お で 36 OS うっ? 日 ヘー て 
ペー つ レ レス he@ ホー を 必 ヘー リロ 
し ペー ド KK 悪 誤 本 NG@ JJ 会 中 く 一 
へ さけ OS 公 Ne” 親 206 ホー 
Jp 糸 記 wm 避 本 7 mAQ0G 形 還 路 
嘩 し SN@rJ ュ JIK セ 刀 多 人 ト 必 て 
3 ペペ ヘー リロ ヘー ロ 日 ハ せ mm 受 用 沸 
4Q8 っ っ ) 還 0 レス ぃ 6] 
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っ りう っ の ヒ エー6 で の SS 喘 幅 章 呈 \e の や 
させ くっ? 環 了 GG ゼ ^ 肌 尺 本 で レ 
っ t@3J っ)OTJ ュ J38T_ NTJ し 宜 Y 公 征 
K て 史 環 翼 Ne+6 い 1 は 7 古 | ルレ へ へ 
っ) 豚 R っ 心 や テハ て ロロ 坦 明 球 
親 レ や 心 の つ し っ te@| うつ し 抄 画 ハ 
ハーxwdHQ 虹 則 円 町 所 つ し っ で 7 

2JFJNQ 全 ヘー に K 低 避 環 唱 帳 ひ で 
S1Jp” 否 牌 臣 褒 せき 据 つ て 避 器 *o で で 
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O 目 目 
避 0 ら 21 年 モー ラー スズ ポー ツリ カレ フタ ラー 
毎年 多数 の メー カー 様 か ら ご 提供 いた だ いて いる 恒例 の カレ ンダ ー プ レ ゼ ント 


ブレ ゼ こ 


ユ 


| 応募 要項 | 


今年 も さま ざま な タイ プ の カレ ンタ ダー を 
いつ も ご 愛読 いた だ いて いる 皆様 に プレ ゼン ト し ます ! 


応募 方 法 、 締 め 切 り 、 あ て 先 は 98 ペ ー ジ の PRESENT FOR READERS 応 募 要 項 と 同じ で す 。 希望 番号 を 明記 の うえ 、 ご 応募 くだ さい 。 


Photo : 小笠 原 貴士 (Takashi Ogasawara) 


HONDA 
10 名 様 


昨 李 は イン ディ 500 優 勝 、F1 で 3 勝 、GT と SF 
で シリ ー ズ タイ トル を 獲得 する な ど 、 日 本 中 を 
沸か せ た ホ ンダ か ら は 、2 輪 も 含め た さま さま 
な レー スシ ー ン を 詰め 込ん だ カレ ンダ ー を プレ 
ゼン ト 。 

サイ ズ : 421x595mm (壁掛 け ) 

提供 : 本 田 技研 工業 株 式 会 社 


AA 


安部 商会 
3 名 様 


F1 な ど 多 く の レ ー ス に 携わっ て いる 安部 商会 か 
ら は 、 今 年 も 迫力 ある 写真 が た くさ ん 収め られ 


た カレ ンダ ー を 3 名 様 に 。 


サイ ズ : 387x515mm (壁掛 け ) 
提供 : 株 式 会 社 安部 商会 


4 ネ 0 0 


wi 
トド ト < MARELLI 


AUDI 
1 名 様 


四季 折々 、 さ まさ ざま な 場所 で 撮影 され た 車 と 風 
景 の 写真 が 挿入 され て いる 。 人 迫力 の ある デザ イ 
ン で イン テリ リア に アク セ シ ント を 加え る と と は 
間違い な い 。 

サイ ズ : 340x440mm (壁掛 け ) 

提供 : アウ ディ ジャ パン 株 式 会 社 


EARTHsMOTOR 


きも 生か すう 者 を も 


SALECOELUSMUSSSSEILL 


HONDA 
4 名 様 


ホン ダ の 壁掛 け か ら は も う 一 点 。 こ の カレ ンダ 
ー で は 四季 それ ぞ れ が 持つ 風景 と 光彩 を テー マ 
の 写真 が 挿入 され て いる 。 ま た 月 ご と に フリ ー 
メモ スペ ー ス を 設け る な ど 、 機 能面 で も 随所 に 
工夫 が み ら れ る 。 

サイ ズ : 225x292mm (壁掛 け ) 

提供 : 本 田 技研 工業 株 式 会 社 


1 Nm 


マレ リ 
1 名 様 


スー パーGT の カル ソニ ッ ク ブ ラン ド な ど を 取り 
扱っ て いる マレ リ か ら は 、 日 付 の 見 や すさ に 優 
れ た 壁掛 け カ レン ダー を 1 名 様 に 。 


サイ ズ : 460x373mm (壁掛 け ) 
提供 : マレ リ 株 式 会 社 


2021 CALENDAR 


FUJI SPEEDWAY 
2 名 様 


2021 年 も さま ざま な 耐久 レー ス を 開催 する 富 
士 ス ピー ドウ ェ イ か ら は 、 そ れ ぞ れ の 耐久 レー 
スカ テ ゴ リ ー の マシ ン と 富士 山 を 大 胆 に 配置 し 
た 1 枚 カ レン ダー を プレ ゼン ト 。 そ の 人 迫力 は ポ 
スタ ー と し て も 充分 だ 。 


サイ ズ : 726x515mm (壁掛 け ) 
提供 : 富士 スピ ー ド ウェ イ 株 式 会 社 


MOTUL 
5 名 様 


1853 年 に 設立 され て 以来 、 長 年 自動 車 用 オイ 


ル を 製造 ・ 供 給 し て いる MOTUL は 、 ス ー パ ー 
GT や WEC、 GT3 カ テ ゴ リ ー な ど に 参戦 する さ 
ま ざ ま な チー ム を 長年 サポ ー ト し て いる 。 


サイ ズ : 425x595mm (壁掛 け ) 
提供 : MOTUL Japan 株 式 会 社 


計 寺 3 


NISMO 
1 名 様 


昨年 の スー パーGT で は 、 鈴 鹿 で の 勝率 100% を 
達成 し た NISMO。 今年 も 躍動 感 ある 写真 で 、 フ 
ァ ン の 心 を くす ぐる 仕上 が り と な っ て いる 。 
サイ ズ : 528x728mm (壁掛 け ) 

提供 : ニッ サン ・ モ ー タ ー ス ポー ツ ・ イ ンタ ー ナ シ 
ョ ナル 株 式 会 社 


橋本 コー ポレ ーション 
1 名 様 


サス ペン ショ ン や ホイ ー ル な どの パー ツ を 撮 売 
りお よび 開発 、 輸 出入 を し て いる 橋本 コー ポレ 
ーション か ら は 、 人 迫力 ある 写真 が 収まっ た オリ 
ジ ナ ルカ レン ダー を 1 名 様 に 。 

サイ ズ : 446x594mm (壁掛 け ) 

提供 : 株 式 会 社 橋本 コー ポレ ーション 


TEIN 
3 名 様 


ラリ ー を は じ め と し た 多く の レー シン グマ シン 
の 足 回 り を 支え て いる TEIN。 こ の カレ ンダ ー は 
日 付 の 部 分 を 切り 離す こと が で き 、 常 に お 気 に 
入り の 写真 を 飾る こと が で きる 。 

サイ ズ : 450x512mm (壁掛 け ) 

提供 : 株 式 会 社 テ イン 
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FUJI SPEEDWAY 
2 名 様 


国内 トッ プ カ テ ゴリ ー レ ー ス の 主要 開催 場所 と 
し て 、 そ の 地位 を 不動 の も の に し て いる 富士 ス 


ピー ドウ ェ イ 。 こ の カレ ンダ ー の 付帯 物 と し て 、 
国内 各 カ テ ゴ リ ー の 大 会 ロゴ ステ ッ カ ー が つき 、 


レー ス 開 催 日 の 日 付 に マー キン グ す る こと も 可 
能 だ 。 

サイ ズ : 150x180mm (卓上 ) 

提供 : 富士 スピ ー ド ウェ イ 株 式 会 社 


計 計 語 
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TOKYO R&D 
1 名 様 


GT500 Class1 規 定 で は 足 回 り の 共通 部 品 を 製 
造 、 供 給 す る な ど モ ー タ スポ ー ツ に 深く 関わ っ 
て いる 東京 R&D か ら は 、2021 年 で 創業 40 周 年 
を 迎え た 特別 記念 カレンダー を プレ ゼン ト 。 
サイ ズ : 129X183mm (卓上 ) 

提供 : 株 式 会 社 東 京 ア ー ル アン ド デ ー 


CaiWdH*f よ 9#! 


HONDA 
3 名 様 


シン プル で 実用 的 な 卓上 カレ ンダ ー。 用 途 に よ 
っ て 上 部 の タグ を 使い 分 けら れる 。 デ スク の 上 
に 置い て お け ば と て も 便利 だ 。 


サイ ズ : 130x 181mm (卓上 ) 
提供 : 本 田 技研 工業 株 式 会 社 


YOKOHAMA 
4 名 様 


スー パーGT や SF な ど 、 幅 広い カテ ゴリ ー で 使 
用 され て いる YOKOHAMA タ イヤ 。 カレ ンダ ー 
は 月 曜日 始ま り の も の に な っ て お り 、 レ ー ス フ 
ァ ン に と っ て は と くに 使い 勝手 が いい 。 


サイ ズ : 215x125mm (卓上 ) 
提供 : 横浜 ゴム 株 式 会 社 
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BOSCH 
3 名 様 


GT を は じ め さ ま ざ ま な モー タス ポー ツ 活 動 に コ 
ミッ ト す る ボッ シュ か ら は 世界 の 名 車 シ リー ズ 
の 卓上 カレ ンダ ー が 登場 。 メル セ デ ス 300SL な 
どの 欧州 車 モノ クロ カッ ト が シッ ク な 印象 を も 
江 ら す 。 

サイ ズ : 135x240mm (卓上 ) 

提供 : ボッ シュ ジャ パン 株 式 会 社 
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GAINER 
8 名 様 


スー パーGT GT300 ク ラス に 参戦 し 、 昨 年 は 第 
3 戦 鈴鹿 で 優勝 を 飾っ た GAINAR か ら は 、2020 
年 の レー スシ ー ン で 構成 され た 卓上 カレ ンダ ー 
を 10 名 様 に 豪華 プレ ゼン ト 。 

サイ ズ : 110x190mm (卓上 ) 

提供 : 株 式 会 社 ゲ イナ ー 


HRE 
5 名 様 


2008 年 か の ら NASCAR ト ラッ クシ リー ズ な ど で 
活躍 する HRE か ら は 2020 年 シー ズン の 同 チ ー 
ム の イメ ー ジ カッ ト が 大 胆 に 配置 され た カレ ン 
ダー を デレ ゼン ト 。 冊子 状 に ピン で と め る た め 
の 小穴 が 設け られ て いる 。 

サイ ズ : 210x297mm (壁掛 け ) 

提供 : 株 式 会 社 Vertex Sports 


KW AUTOMOTIVE 
1 名 様 


BMW や アル ファ ロメ オ な ど を 中 心 に 外国 車 の 
サス ペン ショ ン キ ッ ト を 開発 ・ 製 造 す る KW オ 
ー ト モー ティ ブ 。 こ の カレ ンダ ー で は KW ブラ 
ンド を 使用 する 各 カ テ ゴ リ ー の レー シン グ カ ー 
の 写真 が 挿入 され て いる 。 

サイ ズ : 150x183mm (卓上 ) 

提供 : KW AUTOMOTIVE JAPAN 株 式 会 社 


FIND NEW ROADS 


ARTA 
5 名 様 


鈴木 亜久里 監督 や 、 土 屋 寺 市 エグ ゼクティ ブ ア 
ドバイ ザー、 野 尻 智 紀 を は じ め と し た 所 属 ド ラ 
イ バ ー の 直筆 サイ ン 入 り カ レン ダー を 特別 プレ 
ゼン ト 。 

サイ ズ : 160x201mm (卓上 ) 

提供 : 株 式 会 社 ア ルネ ックス 


ABB 
3 名 様 


EV 車 の 急速 充電 に 力 を 入れ 、 フ ォ ー ミ ュ ラ ヒビ を 
サポ ー ト し て いる ABB。 自宅 や 職場 の デス ク に 
飾れ ば いつ で も フォ ー ミ ュ ラ E の 写真 を 見 る こ 
2 か ICESEGO 


サイ ズ : 205x210mm (卓上 ) 
提供 : ABB ジ ャ パン グル ー プ 


CHEVROLET 
1 名 様 


GTLM や NASCAR に 参戦 し 、 イ ン デ ィ カ ー へ は 
エン ジン 供給 な ど 、 幅 広く モー ター スポ ー ツ 活 
動 を 展開 し て いる シボ レー。 こ の カレ ンダ ー で 
は コル ベッ ト な どの 迫力 ある 写真 が 盛り 込ま れ 
iC や いる 。 

サイ ズ : 160x201mm (卓上 ) 

提供 : ゼネ ラル モー ター ズ ・ ジ ャ パン 株 式 会 社 


AUDI 
2 名 様 


アウ ディ か ら は 、 卓 上 タイ プ の も の も 2 名 様 に 
プレ ゼン ト 。 四季 折 々 の 風景 と アウ ディ 車 が 織 
りな す 写 真 の 美 し さ は 、 こ の カレ ンダ ー で も 健 
在 だ 。 小 さく て も 、 癒 され る デザ イン 。 


サイ ズ : 127x190mm (卓上 ) 
提供 : アウ ディ ジャ パン 株 式 会 社 
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EBBRO 1/43 ス ケー ル モ デ ル 

SUBARU BRZ R&D SPORT SUPER GT GT300 
2018 Test Car No.61 1 名 様 

月 一 ペー ス で 新 製品 が 登場 する EBBRO の 1/43 ス ケー ル モ デ ル か ら 、 
SUBARU BRZ R&D SPORT SUPER GT GT300 2018 Test 
Car No.61 を 1 名 様 に 。 そ の 他 の ライ ン ア ッ プ は エブロ の HP まで 。 
提供 : エム エム ピー 

URL : www.ebbro.CO.jp 


モデ ュー ロ トー トバ ッ グ 3 名 様 

ホン ダ ア クセ ス か ら は 、 同 ブラ ンド の ロゴ が 配置 され た シン プル な 
デザ イン の トー トバ ッ グ を ら 名 様 に 。 

サイ ズ : 370x360mm 

提供 : ホン ダ ア クセ ス 

URL : https://www.honda.co.jp/ACCESS/ 


橋本 コー ポレ ーション 手記 帳 1 名 様 

BBS や ブレ ン ボ な ど 、 海 外 自動 車 パ ー ツ メー カー の 製品 を 多数 取り 
扱っ て いる 橋本 コー ポレ ーション か ら は 手記 帳 を 1 名 様 に 。 モ スグ 
リー ン に ゴー ルド の ライ ン で 彩 られ た 世界 地図 が 美しい 。 

提供 : 橋本 コー ポレ ーション 

サイ ズ : 215X155mm 

URL : https://Wwww.h-c.CO.jp/ 


ジェ ン ソ ン ・ バ トン 直筆 サイ ン 入 り ポ スト カー ド 3 名 様 
今季 か ら ウ イリ アム ズ F1 の シニア アド バイ ザー を 務め る ジェ ン ソ ン 
・ バ トン の サイ ン 入 り ポ スト カー ド を 3 名 様 に 。 編 集 部 が ホッ ケン ハ 
イム で の DTMx SGT 交 流 戦 の 取材 の 場 で 入手 し た 蔵出し モノ だ 。 
サイ ズ : 143x105mm 


ハガキ に 、 郵 便 番号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明記 
し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の 番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た 記事 と 
その 理由 、③ 今 号 で お も し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、(④ 好 き な 
カテ ゴリ ー、⑤ 好 き な ド ライ バー、⑥ オ ー ト スポ ー ツ へ の 要望 を お 
書き の うえ 、 下 記 ま で お 送り くだ さい 。 


2021 年 3 月 12 日 (日 消印 有効 


〒160-8461 東京 都 新宿 区 新宿 6-27-30 
新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 
株) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 「1547 号 プレ ゼン ト 」 係 


し に まう (GINIB⑨ 民 の 


珠玉 の モー ター レー シン グイ メー ジ が 多数 
| 日 本 レー ス 写 真 家 協 会 50 周 年 写真 展 」 が 開催 中 


日 本 で は 唯一 つの モー ター スポ ー ツ に お 
ける フォ トグラフ ァ ー 団 体 で ある 日 本 レ 
ー ス 写真 家 協 会 (JRPA) が 2021 年 に 創 


立 50 周 年 を 迎え た 。197 1 年 の 創立 以来 、 


JRPA は 国内 外 で 行なわ れる モー ター ス 
ポー ツイ ベン ト で の 撮影 を 続け て お り 、 本 
誌 で も JRPA 会 員 が 寄稿 する 迫力 あふ れ 
る 写真 を 数 多く 掲載 し て きた 。 

JRPA は この 大 き な 節 目 を 記念 し 、 日 
本 レー ス 写 真 家 協 会 50 周 年 写真 展 ] を 
東京 都 港 区 品川 の キヤ ノン ギャ ラリ ーS 
に て 開催 し て いる 。 

この 写真 展 で は 、 四 輪 ノ 二輪 の カテ ゴ 
リー を 間 わ ず 、1970 年 代 か ら 現在 まで 
に JRPA 会 員 が 世界 中 で 撮影 し て きた " モ 
ー タ ー ス ポー ツ の 一 瞬 " を 多数 展示 。 入 
場 料 は 無料 と な っ て いる た め 、 ど な た で 
も 気軽 に 足 を 運べ る 。 

また 、JRPA は この 写真 展 の 開催 に 合 
わせ て 日 本 レー ス 写 真 家 協 会 50 周 年 
記念 写真 集 ] を 発売 。 こ ちら に 掲載 され 
る 作品 は 写真 必 と は 異な っ て お り 、 こ れ 


ら の 組み 合わ せ に より 彼ら の 50 年 を 二 度 、 


追 体験 する こと が で きる 。 価格 は 税込 み 
2000 円 。 写 真 展会 場 の ほか 全国 書店 、 
Amazon や 三栄 web Shop 等 で も お 求め 
いた だ ける 。 興味 の ある 方 は ぜひ 下記 サ 
イト へ アク セス し 、 そ の 詳細 を 確認 し て 
ほし い 。 


圏 JRPA 50 周 年 写真 展 

念 開催 期間 : 3 月 17 日 ( 水 ) まで 
10:0017:30 (日 曜 ・ 祝 日 は 休 和 館 日 ) 
信人 場 料 : 無料 

人 会 場 ' キヤ ノン ギャ ラリ ーS 
念 所 在 地 : 東京 都 港 区 港南 2-16-6 

JR 品川 駅 港南 より 徒歩 約 8 分 

京浜 急行 品川 駅 より 徒歩 約 10 分 


田 JRPA 50 周 年 記念 写真 集 
人 価格 : 2000 円 (税込 み ) 
食 判 型 : A4 ワ イド 

人 @ ペ ー ジ 数 : 148 

信 取 売 元 : 株 式 会 社 三栄 
人 で JRPA 公 式 URL : 
http://jrDa.Org/ 


ンー 一 
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携帯 か ら も 応募 で きま す 
※ 携 帯 か ら の 応募 締め 切り は 2021 年 3 月 11 日 ( 木 ) で す ! 


携帯 か ら の 応募 は 、 下 記 ア ドレ ス に アク セス し て くだ さい 。 ケー タイ ・ コ ー ド 対応 


機種 を お 持ち の 方 は 右 QR コード か ら ア クセ ス で きま す 。 サ イト に アク セス し た 後 は 、 


サイ ト 内 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 応募 は ひと り 1 回 と な り ま す 。 
住所 等 は 正確 に 入力 し て くだ さい 。 正確 に 入力 し て いた だ か な い 
と 商品 の 発送 が で き な い 場合 が あり ます 。 

※ 応 募 ハ ガキ 、 応 募 メ ー ル に よっ て お 預かり し た 各種 デー タ は メ 
ッ セ ー ジ の 誌面 へ の 掲載 、 プ レ ゼ ント 発送 、 弊 社 刊 行 物 の ご 案内 
の 発送 以外 の 目的 に 使用 し ませ ん 。 


https://san-eishob0.jD/form/Dpub/3/as1547 
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